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人と地域をつなぐ、
新潟のまちづくり
にいがたトップインタビュー
株式会社リンコーコーポレーション
明日のためにできること
その頭痛は危険かどうか？
知っておくべき原則と機序

運用と情報の
岡三にいがた証券

岡三証券グループとしての強みを活かし、
グローバルネットワークを通じた、

タイムリーで質の高い情報をお届けします。
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■小千谷営業所	 〒947-0028	小千谷市城内1-2-14	 0258（83）0290

■本店
〒940-0062	長岡市大手通1丁目5番地5
TEL.0258（35）0290

■新潟支店
〒951-8068	新潟市中央区上大川前通6番町1178－1
TEL.025（224）6231

■十日町支店	 〒948-0082	十日町市本町3-358-1	 025（757）4101
■三条支店	 〒955-0062	三条市仲之町1-12	 0256（35）1961
■新井支店	 〒944-0043	妙高市朝日町1-2-7	 0255（72）3145
■新発田支店	 〒957-0052	新発田市大手町1-1-15	 0254（24）0290
■六日町営業所	 〒949-6680	南魚沼市六日町1831	 025（770）0291

商号等	：	岡三にいがた証券株式会社　金融商品取引業者	関東財務局長(金商)	第169号　加入協会	：	日本証券業協会

お問い合わせは （平日9：00～17：00）

岡 三 よ ろ し く
0120-03-4649

■お問い合わせは

https://www.okasan-niigata.co.jp
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＜有価証券や金銭のお預りについて＞
有価証券や金銭を当社の口座でお預りする場合には、当社では料金を頂戴いたしません。
なお、証券保管振替機構を通じて他社へ株式等を口座振替する場合には、口座振替する数量に応じ、1銘柄あたり6,600 円（税込み）を上限として口座振替手続料をいただきます。
株式累積投資口座で保有する単元未満の株式は他社へ移管することはできません。
お取引にあたっては「金銭・有価証券の預託、記帳及び振替に関する契約のご説明」の内容を十分にお読みいただき、ご理解いただいたうえでご契約ください。
＜株式＞
株式の売買取引には、約定代金（単価×数量）に対し、最大1.265%（税込み）（手数料金額が2,750 円を下回った場合は2,750 円（税込み））の売買手数料をいただきます。ただし、株式累積
投資は一律1.265%（税込み）の売買手数料となります。国内株式を募集等により購入いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。
外国株式の海外委託取引には、約定代金に対し、最大1.375%（税込み）の売買手数料をいただきます。
※外国証券の外国取引にあたっては、外国金融商品市場等における売買手数料および公租公課その他の賦課金が発生します（外国取引に係る現地諸費用の額は、その時々の市場状況、現
地情勢等に応じて決定されますので、その合計金額等をあらかじめ記載することはできません）。外国株式を募集等により購入いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。
・株式は、株式相場、金利水準、為替相場、不動産相場、商品相場等の変動による株価の変動によって損失が生じるおそれがあります。
・株式は、発行体やその他の者の経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の変化等により、株価が変動することによって損失が生じるおそれがあります。
・また、外国株式については、為替相場の変動によって、売却後に円換算した場合の額が下落することによって損失が生じるおそれがあります。
＜債券＞
・債券を募集・売出し等により、または当社との相対取引により購入いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。
・債券は、金利水準、株式相場、為替相場、不動産相場、商品相場等の変動による債券価格の変動によって損失が生じるおそれがあります。
・債券は、発行体やその他の者の経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の変化等により、債券価格が変動することによって損失が発生するおそれがあり、また、元本や利子の
支払いの停滞もしくは支払い不能の発生または特約による元本の削減等のおそれがあります。
・金融機関が発行する債券は、信用状況の悪化により本拠所在地国の破綻処理制度が適用され、債権順位に従って元本や利子の削減や株式への転換等が行われる可能性があります。ただ
し、適用される制度は発行体の本拠所在地国により異なり、また今後変更される可能性があります。
＜投資信託＞
投資信託のお申込みにあたっては、銘柄ごとに設定された費用をご負担いただきます。
・お申込時に直接ご負担いただく費用：お申込手数料（お申込金額に対して最大3.85%（税込み））
・保有期間中に間接的にご負担いただく費用：信託報酬（信託財産の純資産総額に対して最大年率2.145%（税込み））
・換金時に直接ご負担いただく費用：換金手数料（お申込金額に対して1口当り最大1.1%（税込み））また、信託財産留保金（換金時に適用される基準価額に対して最大0.5％）
・その他の費用：監査報酬、有価証券等の売買にかかる手数料、資産を外国で保管する場合の費用等が必要となり、商品ごとに費用は異なります。お客様にご負担いただく費用の総額は、投
資信託を保有される期間等に応じて異なりますので、記載することができません（外国投資信託の場合も同様です）。
・投資信託は、国内外の株式や債券等の金融商品に投資する商品ですので、株式相場、金利水準、為替相場、不動産相場、商品相場等の変動による、対象組入れ有価証券の価格の変動によっ
て基準価額が下落することにより、損失が生じるおそれがあります。
・投資信託は、組入れた有価証券の発行者（或いは、受益証券に対する保証が付いている場合はその保証会社)の経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の変化等による、対象
組入れ有価証券の価格の変動によって基準価額が変動することにより、損失が生じるおそれがあります。
・上記記載の手数料等の費用の最大値は今後変更される場合があります。
＜信用取引＞
信用取引には、約定代金に対し、最大1.265%（税込み）（手数料金額が2,750 円を下回った場合は2,750 円（税込み））の売買手数料、管理費および権利処理手数料をいただきます。また、買
付けの場合、買付代金に対する金利を、売付けの場合、売付株券等に対する貸株料および品貸料をいただきます。委託証拠金は、売買代金の30％以上で、かつ100万円以上の額が必要です。
信用取引では、委託証拠金の約3.3 倍までのお取引を行うことができるため、株価の変動により委託証拠金の額を上回る損失が生じるおそれがあります。
○金融商品は、個別の金融商品ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なります。当該金融商品の取引契約をされる場合、その金融商品の「契約締結前交付書面」
（もしくは目論見書）または「上場有価証券等書面」の内容を十分にお読みいただき、ご理解いただいたうえでご契約ください。
○この資料は岡三にいがた証券が信頼できると判断した情報に基づいて作成されたものですがその情報の正確性、完全性を保証するものではありません。また、資料中の記載内容、数値、図
表等は、本資料作成時点のものであり、事前の連絡なしに変更される場合があります。なお、本資料に記載されたいかなる内容も将来の投資収益を示唆あるいは保証するものではありませ
ん。投資に関する最終決定は投資家ご自身の判断と責任でなされるようお願いいたします。
○2037年12 月までの間、復興特別所得税として、源泉徴収に係る所得税額に対して2.1％の付加税が課税されます。
○岡三にいがた証券およびその関係会社、役職員が、この資料に記載されている証券もしくは金融商品について自己売買または委託売買取引を行う場合があります。
○自然災害等不測の事態により金融商品取引市場が取引を行えない場合は売買執行が行えないことがあります。

岡三にいがた証券株式会社		金融商品取引業者		関東財務局長（金商）第169 号		加入協会：日本証券業協会	
（2019 年10月改訂）

岡三にいがた証券からお客様へ新潟の本物をご紹介する広報誌です。「上に、しっかりと、〜の先に向けて、進んで」といっ
た意味を持つ英語の【ON】。そして岡三(Okasan)にいがた(Niigata)の頭文字【ON】。先見の明を心がけ、お客様の将来を
見据え、お客様と一緒に進んでいきたいという岡三にいがた証券の願いも込め、より良い情報を皆様へお届けします。

岡三にいがた証券広報誌【ON】

手数料およびリスクについての重要な注意事項

表紙／トコトンガッシュク（柏崎市）
人口約78,00０人の地方都市である柏崎
市には、50mの屋内プールや陸上競技場な
ど16もの体育施設があります。この恵まれ
た環境を活かし取り組んでいるのが、合宿
誘致事業「トコトンガッシュク」。水球をはじ
め競泳やバスケットなど様々なスポーツ団
体が合宿に訪れています。
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「柏崎市陸上競技場100周年記念式典」の様子。「柏崎市陸
上競技場」は現存する日本最古の日本陸上競技連盟公認グ
ラウンド。市民の健康増進を大目標に有志が集い、（一財）柏
崎市スポーツ協会の前身である刈羽郡体育協会を設立し、
１９２３年８月２６日に完成。公認グラウンド（１９３０年度認
定）は当時とても珍しく、全国から競技者が集い、多くのオリ
ンピック選手の育成の場となりました。１００年後（２０２３
年）の同日、記念式典が開催されました。

取材協力／柏崎市スポーツ合宿誘致推進連絡協議会事務局
	 （一般社団法人柏崎観光協会内）
住所／柏崎市駅前1-1-30
電話番号／0257-22-3163

同じ志を持った人々が集まると新しい風が吹き始めます。継続が力となり、まちが元気
になっていきます。今号では夢や希望が実現できる新潟のまちづくりをご紹介します。
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有価証券や金銭を当社の口座でお預りする場合には、当社では料金を頂戴いたしません。
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株式の売買取引には、約定代金（単価×数量）に対し、最大1.265%（税込み）（手数料金額が2,750 円を下回った場合は2,750 円（税込み））の売買手数料をいただきます。ただし、株式累積
投資は一律1.265%（税込み）の売買手数料となります。国内株式を募集等により購入いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。
外国株式の海外委託取引には、約定代金に対し、最大1.375%（税込み）の売買手数料をいただきます。
※外国証券の外国取引にあたっては、外国金融商品市場等における売買手数料および公租公課その他の賦課金が発生します（外国取引に係る現地諸費用の額は、その時々の市場状況、現
地情勢等に応じて決定されますので、その合計金額等をあらかじめ記載することはできません）。外国株式を募集等により購入いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。
・株式は、株式相場、金利水準、為替相場、不動産相場、商品相場等の変動による株価の変動によって損失が生じるおそれがあります。
・株式は、発行体やその他の者の経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の変化等により、株価が変動することによって損失が生じるおそれがあります。
・また、外国株式については、為替相場の変動によって、売却後に円換算した場合の額が下落することによって損失が生じるおそれがあります。
＜債券＞
・債券を募集・売出し等により、または当社との相対取引により購入いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。
・債券は、金利水準、株式相場、為替相場、不動産相場、商品相場等の変動による債券価格の変動によって損失が生じるおそれがあります。
・債券は、発行体やその他の者の経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の変化等により、債券価格が変動することによって損失が発生するおそれがあり、また、元本や利子の
支払いの停滞もしくは支払い不能の発生または特約による元本の削減等のおそれがあります。
・金融機関が発行する債券は、信用状況の悪化により本拠所在地国の破綻処理制度が適用され、債権順位に従って元本や利子の削減や株式への転換等が行われる可能性があります。ただ
し、適用される制度は発行体の本拠所在地国により異なり、また今後変更される可能性があります。
＜投資信託＞
投資信託のお申込みにあたっては、銘柄ごとに設定された費用をご負担いただきます。
・お申込時に直接ご負担いただく費用：お申込手数料（お申込金額に対して最大3.85%（税込み））
・保有期間中に間接的にご負担いただく費用：信託報酬（信託財産の純資産総額に対して最大年率2.145%（税込み））
・換金時に直接ご負担いただく費用：換金手数料（お申込金額に対して1口当り最大1.1%（税込み））また、信託財産留保金（換金時に適用される基準価額に対して最大0.5％）
・その他の費用：監査報酬、有価証券等の売買にかかる手数料、資産を外国で保管する場合の費用等が必要となり、商品ごとに費用は異なります。お客様にご負担いただく費用の総額は、投
資信託を保有される期間等に応じて異なりますので、記載することができません（外国投資信託の場合も同様です）。
・投資信託は、国内外の株式や債券等の金融商品に投資する商品ですので、株式相場、金利水準、為替相場、不動産相場、商品相場等の変動による、対象組入れ有価証券の価格の変動によっ
て基準価額が下落することにより、損失が生じるおそれがあります。
・投資信託は、組入れた有価証券の発行者（或いは、受益証券に対する保証が付いている場合はその保証会社)の経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の変化等による、対象
組入れ有価証券の価格の変動によって基準価額が変動することにより、損失が生じるおそれがあります。
・上記記載の手数料等の費用の最大値は今後変更される場合があります。
＜信用取引＞
信用取引には、約定代金に対し、最大1.265%（税込み）（手数料金額が2,750 円を下回った場合は2,750 円（税込み））の売買手数料、管理費および権利処理手数料をいただきます。また、買
付けの場合、買付代金に対する金利を、売付けの場合、売付株券等に対する貸株料および品貸料をいただきます。委託証拠金は、売買代金の30％以上で、かつ100万円以上の額が必要です。
信用取引では、委託証拠金の約3.3 倍までのお取引を行うことができるため、株価の変動により委託証拠金の額を上回る損失が生じるおそれがあります。
○金融商品は、個別の金融商品ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なります。当該金融商品の取引契約をされる場合、その金融商品の「契約締結前交付書面」
（もしくは目論見書）または「上場有価証券等書面」の内容を十分にお読みいただき、ご理解いただいたうえでご契約ください。
○この資料は岡三にいがた証券が信頼できると判断した情報に基づいて作成されたものですがその情報の正確性、完全性を保証するものではありません。また、資料中の記載内容、数値、図
表等は、本資料作成時点のものであり、事前の連絡なしに変更される場合があります。なお、本資料に記載されたいかなる内容も将来の投資収益を示唆あるいは保証するものではありませ
ん。投資に関する最終決定は投資家ご自身の判断と責任でなされるようお願いいたします。
○2037年12 月までの間、復興特別所得税として、源泉徴収に係る所得税額に対して2.1％の付加税が課税されます。
○岡三にいがた証券およびその関係会社、役職員が、この資料に記載されている証券もしくは金融商品について自己売買または委託売買取引を行う場合があります。
○自然災害等不測の事態により金融商品取引市場が取引を行えない場合は売買執行が行えないことがあります。

岡三にいがた証券株式会社		金融商品取引業者		関東財務局長（金商）第169 号		加入協会：日本証券業協会	
（2019 年10月改訂）

岡三にいがた証券からお客様へ新潟の本物をご紹介する広報誌です。「上に、しっかりと、〜の先に向けて、進んで」といっ
た意味を持つ英語の【ON】。そして岡三(Okasan)にいがた(Niigata)の頭文字【ON】。先見の明を心がけ、お客様の将来を
見据え、お客様と一緒に進んでいきたいという岡三にいがた証券の願いも込め、より良い情報を皆様へお届けします。

岡三にいがた証券広報誌【ON】

手数料およびリスクについての重要な注意事項

表紙／トコトンガッシュク（柏崎市）
人口約78,00０人の地方都市である柏崎
市には、50mの屋内プールや陸上競技場な
ど16もの体育施設があります。この恵まれ
た環境を活かし取り組んでいるのが、合宿
誘致事業「トコトンガッシュク」。水球をはじ
め競泳やバスケットなど様々なスポーツ団
体が合宿に訪れています。

　

柏
崎
市
は
、セ
ル
ビ
ア
共
和

国
や
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
な
ど
世
界

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
水
球
チ
ー
ム

が
合
宿
に
訪
れ
る「
水
球
の
ま

ち
」と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

50
m
の
室
内
プ
ー
ル
を
は
じ
め

第
2
種
公
認
の
陸
上
競
技
場

な
ど
屋
内
外
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

が
充
実
す
る
環
境
を
活
か
し
、

合
宿
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。合
宿
誘
致
事
業
の
ひ
と

つ
が「
ト
コ
ト
ン
ガ
ッ
シ
ュ
ク
」で

す
。水
球・水
泳
だ
け
で
は
な
く

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
の
合
宿
や
大

会
の
誘
致
を
進
め
る
こ
と
で
、

地
域
経
済
の
活
性
化
と
と
も

に
、選
手
と
の
交
流
を
通
じ
て

地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。獲
れ
た
て
の
魚
介

類
な
ど
、美
味
し
い
料
理
が
並

ぶ
宿
泊
施
設
の
お
も
て
な
し
や

柔
軟
な
対
応
、練
習
場
や
送
迎

サ
ポ
ー
ト
、自
然
豊
か
な
景
観

な
ど
が
好
評
で
、毎
年
訪
れ
る

リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
で
す
。

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
に

対
す
る
意
識
は
高
く
、ス
ポ
ー

ツ
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
こ
と

は
、柏
崎
市
の
魅
力
の
ひ
と
つ
。

そ
の
動
因
と
な
っ
た
の
が
、今

夏
、1
0
0
周
年
を
迎
え
盛
大

に
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
日
本

最
古
の
公
認
グ
ラ
ウ
ン
ド「
柏

崎
市
陸
上
競
技
場
」で
す
。「
柏

崎
を
日
本
一の
体
育
の
都
に
」と

の
願
い
を
込
め
、柏
崎
の
体
育

の
父
と
呼
ば
れ
た
坂
田
四
郎
吉

氏
が
始
め
た「
大
運
動
場
」建

設
運
動
は
、少
し
ず
つ
市
民
に

広
が
り
、現
在
の
競
技
場
の
前

身
で
あ
る「
大
運
動
場
」を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。陸
上
競
技
場

1
0
0
周
年
は
、市
民
の
健
康
づ

く
り
1
0
0
周
年
と
も
言
え
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。柏
崎
市

は
、山
と
海
、充
実
し
た
屋
内

外
施
設
、一流
選
手
と
の
交
流
な

ど
恵
ま
れ
た
環
境
の
下
、ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
健
康
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

山
と
海
、
恵
ま
れ
た
施
設
。

ア
ス
リ
ー
ト
が
育
つ
地
、
柏
崎

「柏崎市陸上競技場100周年記念式典」の様子。「柏崎市陸
上競技場」は現存する日本最古の日本陸上競技連盟公認グ
ラウンド。市民の健康増進を大目標に有志が集い、（一財）柏
崎市スポーツ協会の前身である刈羽郡体育協会を設立し、
１９２３年８月２６日に完成。公認グラウンド（１９３０年度認
定）は当時とても珍しく、全国から競技者が集い、多くのオリ
ンピック選手の育成の場となりました。１００年後（２０２３
年）の同日、記念式典が開催されました。

取材協力／柏崎市スポーツ合宿誘致推進連絡協議会事務局
	 （一般社団法人柏崎観光協会内）
住所／柏崎市駅前1-1-30
電話番号／0257-22-3163

同じ志を持った人々が集まると新しい風が吹き始めます。継続が力となり、まちが元気
になっていきます。今号では夢や希望が実現できる新潟のまちづくりをご紹介します。

人と地 域をつなぐ、
新潟のまちづくり

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り 

｜  

柏
崎
市

特 

集

3



　

城
下
町
の
新
発
田
に
は
、当

時
の
面
影
を
伝
え
る
貴
重
な

文
化
財
が
多
数
、点
在
し
て
い

ま
す
。2
0
0
余
年
の
歴
史
を

誇
る
王
紋
酒
造
株
式
会
社
の

長
谷
川
一豊
会
長
は
、国
の
有
形

文
化
財
ク
ラ
ス
の
建
物
が
次
々

に
取
り
壊
さ
れ
る
日
本
の
危
機

的
状
況
を
肌
身
に
感
じ
て
い
ま

す
。ご
縁
が
あ
っ
て
長
谷
川
氏

は
市
内
に
あ
る
旧
高
橋
旅
館
、

石
泉
荘
、苔
香
荘
、王
紋
酒
造

の
建
物
を
先
人
た
ち
か
ら
託
さ

れ
ま
し
た
。ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し

て
の
経
験
か
ら
、そ
れ
ら
の
建

物
を
守
り
、後
世
へつ
な
ぐ
た
め

に
は
経
済
的
に
利
益
を
生
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、行

動
を
起
こ
し
、ま
ち
づ
く
り
へ
と

つ
な
が
って
い
き
ま
し
た
。

　

明
治
、大
正
期
の
日
本
を
代

表
す
る
実
業
家
、大
倉
喜
八

郎
氏（
新
発
田
市
出
身
）の
別

邸「
蔵
春
閣
」が
、2
0
1
7

年
に
新
発
田
市
に
寄
贈
さ
れ
、

2
0
2
1
年
に
は
新
発
田
歴

史
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
立
。

「
蔵
春
閣
」「
諏
訪
神
社
」「
市

島
酒
造
」「
清
水
園
」「
寺
町
」

の
観
光
資
源
5
か
所
を
結
ぶ

街
並
み
の
整
備
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

2
0
2
3
年
の
春
に「
蔵

春
閣
」の一
般
公
開
を
開
始
。リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
体
験
型
酒
蔵

リ
ゾ
ー
ト「
五
階
菱
」に
は
年
間

12
万
人
の
方
が
訪
れ
、明
ら
か

に
人
の
流
れ
が
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。大
倉
喜
八
郎
を
テ
ー
マ

に
し
て
門
前
町
エ
リ
ア
を
整
備

し
、5
年
を
め
ど
に
観
光
の
拠

点
化
を
図
り
ま
す
。大
型
バ
ス

の
受
け
入
れ
を
可
能
に
す
る
駐

車
場
を
整
備
し
、こ
の
エ
リ
ア
だ

け
で
年
間
20
億
円
以
上
の
経
済

効
果
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。そ

し
て
、さ
ら
に
新
発
田
市
街
地

か
ら
新
発
田
市
全
域
を
観
光

都
市
へ
と
、開
発
の
輪
を
広
げ
て

い
き
ま
す
。

新
発
田
門
前
町
開
発  

｜  

新
発
田
市

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
選
ば
れ
る

城
下
町
と
大
倉
喜
八
郎
の
物
語
性

上／大倉喜八郎が東京の向島で渋沢栄一などの政財界
の要人や海外の賓客をもてなした「蔵春閣」。

右／新発田の食、文化、歴史の魅力が表わされた体感型
酒蔵リゾート「五階菱」。文化による「国家ブランディン
グ」の強化を図り、国内観光需要の喚起と観光インバ
ウンド需要回復を目的に創設された日本博（文化庁）
に選ばれています。

取材協力／一般社団法人	新発田歴史文化プロジェクト
	 王紋酒造株式会社
【五階菱】
住所／新発田市諏訪町 3-1-17
電話番号／0254-22-5150
営業時間／9:00-18:00

取材協力／新潟市都市政策部
電話番号／025-226-2711

　

政
令
市
と
し
て
発
展
す
る
新

潟
市
に
は
、若
者
の
人
口
流
出

と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。そ

の
解
決
策
の一つ
が
、本
市
が
進

め
る
都
心
の
ま
ち
づ
く
り「
に
い

が
た
2
㎞
」で
す
。約
60
年
ぶ
り

の
新
潟
駅
リ
ニュ
ー
ア
ル
の
他
、

駅
前
広
場
や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

整
備
、民
間
事
業
者
に
よ
る
再

開
発
の
活
発
化
な
ど
の
好
機
を

活
か
し
、官
民
連
携
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、3
つ
の
柱
を
軸
に
展

開
中
で
、1
つ
目
は「
人
・モ
ノ・

情
報
の
中
心
拠
点
と
な
る
稼
げ

る
都
心
づ
く
り
」で
す
。若
者

に
と
っ
て
魅
力
的
な
雇
用
の
場

の
創
出
に
向
け
、企
業
の
オ
フ
ィ

ス
環
境
整
備
へ
の
支
援
策
を
充

実
さ
せ
る
な
ど
、戦
略
的
な
企

業
誘
致
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、X
R
な
ど
の
新
技
術
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
も
進
め

て
い
ま
す
。N
I
I
G
A
T
A 

X
R
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、若
者

向
け
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
発
信
し
て

人
を
集
め
ま
す
。そ
こ
か
ら
人

の
流
れ
を
作
り
、経
済
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。2
つ
目
は「
都
心
と
8

区
の
魅
力・強
み
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
新
た
な
価
値
の

創
造
」で
す
。都
心
と
8
区
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
深
化
と
と
も

に
、「
に
い
が
た
2
㎞
」を
通
じ
て

8
区
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
。各
区

へ
人
の
流
れ
を
作
り
、消
費
の

拡
大
と
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。3
つ
目
は「
居

心
地
が
良
く
、市
民
が
主
役
に

な
る
ま
ち
づ
く
り
」で
す
。都
心

エ
リ
ア
を
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
空
間

に
し
て
回
遊
性
も
向
上
さ
せ
ま

す
。例
え
ば
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
事

業
で
は
、観
光
客
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
市
民
か
ら
利
用
さ
れ
、

移
動
手
段
が
変
わ
る
だ
け
で
、

ま
ち
の
見
え
方
や
暮
ら
し
の
質

が
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

に
い
が
た
2
㎞ 

｜  

新
潟
市

都
心
エ
リ
ア
が
市
全
体
の

経
済
・
産
業
の
成
長
エ
ン
ジ
ン
に
な
る

NIIGATA	XRプロジェクトの取り組みの一つとして、古
町の交差点の上空にスマホをかざすと巨大なキャラク
ターが現れたり、「フルマチＸＲ水族館」ではバーチャ
ルの魚たちがスイスイと泳いだりするコンテンツを体験
することができます。「にいがた２㎞」の取り組みの詳
細は、「ニイガタニキロニュース」に随時、公開されて
います。
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城
下
町
の
新
発
田
に
は
、当

時
の
面
影
を
伝
え
る
貴
重
な

文
化
財
が
多
数
、点
在
し
て
い

ま
す
。2
0
0
余
年
の
歴
史
を

誇
る
王
紋
酒
造
株
式
会
社
の

長
谷
川
一豊
会
長
は
、国
の
有
形

文
化
財
ク
ラ
ス
の
建
物
が
次
々

に
取
り
壊
さ
れ
る
日
本
の
危
機

的
状
況
を
肌
身
に
感
じ
て
い
ま

す
。ご
縁
が
あ
っ
て
長
谷
川
氏

は
市
内
に
あ
る
旧
高
橋
旅
館
、

石
泉
荘
、苔
香
荘
、王
紋
酒
造

の
建
物
を
先
人
た
ち
か
ら
託
さ

れ
ま
し
た
。ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し

て
の
経
験
か
ら
、そ
れ
ら
の
建

物
を
守
り
、後
世
へつ
な
ぐ
た
め

に
は
経
済
的
に
利
益
を
生
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、行

動
を
起
こ
し
、ま
ち
づ
く
り
へ
と

つ
な
が
って
い
き
ま
し
た
。

　

明
治
、大
正
期
の
日
本
を
代

表
す
る
実
業
家
、大
倉
喜
八

郎
氏（
新
発
田
市
出
身
）の
別

邸「
蔵
春
閣
」が
、2
0
1
7

年
に
新
発
田
市
に
寄
贈
さ
れ
、

2
0
2
1
年
に
は
新
発
田
歴

史
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
立
。

「
蔵
春
閣
」「
諏
訪
神
社
」「
市

島
酒
造
」「
清
水
園
」「
寺
町
」

の
観
光
資
源
5
か
所
を
結
ぶ

街
並
み
の
整
備
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

2
0
2
3
年
の
春
に「
蔵

春
閣
」の一
般
公
開
を
開
始
。リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
体
験
型
酒
蔵

リ
ゾ
ー
ト「
五
階
菱
」に
は
年
間

12
万
人
の
方
が
訪
れ
、明
ら
か

に
人
の
流
れ
が
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。大
倉
喜
八
郎
を
テ
ー
マ

に
し
て
門
前
町
エ
リ
ア
を
整
備

し
、5
年
を
め
ど
に
観
光
の
拠

点
化
を
図
り
ま
す
。大
型
バ
ス

の
受
け
入
れ
を
可
能
に
す
る
駐

車
場
を
整
備
し
、こ
の
エ
リ
ア
だ

け
で
年
間
20
億
円
以
上
の
経
済

効
果
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。そ

し
て
、さ
ら
に
新
発
田
市
街
地

か
ら
新
発
田
市
全
域
を
観
光

都
市
へ
と
、開
発
の
輪
を
広
げ
て

い
き
ま
す
。

新
発
田
門
前
町
開
発  

｜  

新
発
田
市

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
選
ば
れ
る

城
下
町
と
大
倉
喜
八
郎
の
物
語
性

上／大倉喜八郎が東京の向島で渋沢栄一などの政財界
の要人や海外の賓客をもてなした「蔵春閣」。

右／新発田の食、文化、歴史の魅力が表わされた体感型
酒蔵リゾート「五階菱」。文化による「国家ブランディン
グ」の強化を図り、国内観光需要の喚起と観光インバ
ウンド需要回復を目的に創設された日本博（文化庁）
に選ばれています。

取材協力／一般社団法人	新発田歴史文化プロジェクト
	 王紋酒造株式会社
【五階菱】
住所／新発田市諏訪町 3-1-17
電話番号／0254-22-5150
営業時間／9:00-18:00

取材協力／新潟市都市政策部
電話番号／025-226-2711

　

政
令
市
と
し
て
発
展
す
る
新

潟
市
に
は
、若
者
の
人
口
流
出

と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。そ

の
解
決
策
の一つ
が
、本
市
が
進

め
る
都
心
の
ま
ち
づ
く
り「
に
い

が
た
2
㎞
」で
す
。約
60
年
ぶ
り

の
新
潟
駅
リ
ニュ
ー
ア
ル
の
他
、

駅
前
広
場
や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

整
備
、民
間
事
業
者
に
よ
る
再

開
発
の
活
発
化
な
ど
の
好
機
を

活
か
し
、官
民
連
携
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、3
つ
の
柱
を
軸
に
展

開
中
で
、1
つ
目
は「
人
・モ
ノ・

情
報
の
中
心
拠
点
と
な
る
稼
げ

る
都
心
づ
く
り
」で
す
。若
者

に
と
っ
て
魅
力
的
な
雇
用
の
場

の
創
出
に
向
け
、企
業
の
オ
フ
ィ

ス
環
境
整
備
へ
の
支
援
策
を
充

実
さ
せ
る
な
ど
、戦
略
的
な
企

業
誘
致
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、X
R
な
ど
の
新
技
術
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
も
進
め

て
い
ま
す
。N
I
I
G
A
T
A 

X
R
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、若
者

向
け
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
発
信
し
て

人
を
集
め
ま
す
。そ
こ
か
ら
人

の
流
れ
を
作
り
、経
済
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。2
つ
目
は「
都
心
と
8

区
の
魅
力・強
み
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
新
た
な
価
値
の

創
造
」で
す
。都
心
と
8
区
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
深
化
と
と
も

に
、「
に
い
が
た
2
㎞
」を
通
じ
て

8
区
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
。各
区

へ
人
の
流
れ
を
作
り
、消
費
の

拡
大
と
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。3
つ
目
は「
居

心
地
が
良
く
、市
民
が
主
役
に

な
る
ま
ち
づ
く
り
」で
す
。都
心

エ
リ
ア
を
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
空
間

に
し
て
回
遊
性
も
向
上
さ
せ
ま

す
。例
え
ば
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
事

業
で
は
、観
光
客
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
市
民
か
ら
利
用
さ
れ
、

移
動
手
段
が
変
わ
る
だ
け
で
、

ま
ち
の
見
え
方
や
暮
ら
し
の
質

が
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

に
い
が
た
2
㎞ 

｜  

新
潟
市

都
心
エ
リ
ア
が
市
全
体
の

経
済
・
産
業
の
成
長
エ
ン
ジ
ン
に
な
る

NIIGATA	XRプロジェクトの取り組みの一つとして、古
町の交差点の上空にスマホをかざすと巨大なキャラク
ターが現れたり、「フルマチＸＲ水族館」ではバーチャ
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「
人
づ
く
り
」へ
の
想
い
が

綿
々
と
受
け
継
が
れ
、行
政
が

手
が
け
る
建
物
の
コ
ン
セ
プ
ト

に
も
そ
の
思
想
が
表
現
さ
れ
て

い
る
長
岡
市
。市
役
所
も
併
設

さ
れ
る
複
合
施
設
ア
オ
ー
レ
長

岡
は
、身
分
に
こ
だ
わ
ら
ず
誰

も
が
行
き
交
っ
た
と
い
う
懐
の

深
い
長
岡
城
の
在
り
方
を
手
本

に
、市
民
協
働
の
拠
点
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て

2
0
2
3
年
7
月
、「
米
百
俵

の
精
神
」で
知
ら
れ
る
国
漢
学

校
が
あ
っ
た
場
所
に
、現
代
版

国
漢
学
校
を
目
指
す「
米
百
俵

プ
レ
イ
ス 

ミ
ラ
イ
エ
長
岡
」西

館
が
オ
ー
プ
ン
。ま
た
ひ
と
つ
長

岡
を
代
表
す
る
施
設
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

5
階
に
は
、4
大
学
1
高
専

と
企
業
や
研
究
者
、起
業
家

が
出
会
う
産
業
振
興
の
ゾ
ー
ン

「
N
ナ
デ
ッ
ク

a
De
C 

B
ベ
ー
ス
A
S
E
」、3
階

に
は
ミ
ラ
イ
エ
長
岡
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
具
現
化
し
た
図
書
館「
互

　

上
越
市
の
水
族
館
は
昭
和

9
年
に
個
人
経
営
で
始
ま
り

ま
し
た
。場
所
も
建
物
も
変
わ

り
、「
う
み
が
た
り
」は
6
代
目

の
水
族
館
で
す
。約
90
年
間
、

訪
れ
た
人
は
海
に
つ
い
て
語
り

合
い
、様
々
な
物
語
を
紡
い
で
き

ま
し
た
。上
越
市
民
は
、雄
大

な
日
本
海
と
そ
こ
に
住
む
多
様

な
水
生
生
物
と
の
関
わ
り
の
中

で
豊
か
な
暮
ら
し
を
築
い
て
き

た
の
で
す
。歴
史
を
受
け
継
ぎ
、

未
来
に
向
け
た
新
し
い
物
語
を

生
み
だ
し
、よ
り
親
し
み
を
持

て
る
よ
う
に「
う
み
が
た
り
」と

い
う
愛
称
に
な
り
ま
し
た
。

　

2
0
0
4
年
に
新
水
族

館
整
備
の
検
討
委
員
会
が
立

ち
上
が
り
、財
源
の
問
題
か

ら
検
討
は
一
時
中
断
し
ま
し

た
が
、2
0
1
6
年
に
着
工
、

2
0
1
8
年
に
開
館
し
ま
し
た
。

「
愛
着
と
誇
り
を
持
て
る
、ま

ち
を
元
気
に
す
る
水
族
館
で
あ

り
続
け
る
」と
い
う
使
命
を
果

尊
文
庫
」が
あ
り
ま
す
。大
正

時
代
、互
尊
独
尊
を
唱
え
商
工

業
の
発
展
に
貢
献
し
た
野
本

恭
八
郎
の
力
添
え
に
よ
っ
て
開

館
し
た
長
岡
市
初
の
公
立
図

書
館「
互
尊
文
庫
」は
、戦
災
で

疲
弊
し
た
商
工
業
の
発
展
を

願
い
、未
来
に
つ
い
て
議
論
し
た

修
養
の
場
で
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。そ
の
精
神
を
継
承
し
た
図

書
館
の一
番
の
特
徴
は
、本
を
介

し
て
人
と
出
会
い
交
流
で
き
る

こ
と
で
す
。2
0
2
5
年
度
に

は
、商
工
会
議
所
、市
商
工
部・

観
光
交
流
部
、産
業
支
援
関

係
機
関
が
入
居
す
る
東
館
が

オ
ー
プ
ン
予
定
。距
離
の
近
さ

を
生
か
し
て
、組
織
の
垣
根
を

超
え
た
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
ミ
ラ
イ
エ

長
岡
」を
舞
台
に
、1
0
0
年

先
の
長
岡
を
見
据
え
た
、産
学

官
総
が
か
り
の
人
材
育
成
と

産
業
振
興
へ
の
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

た
そ
う
と
、ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と

な
っ
て
、水
族
館
の
管
理
や
運
営

に
携
わ
って
き
ま
し
た
。

　

う
み
が
た
り
で
は
、市
内
の

40
㎞
に
及
ぶ
海
岸
線
と
そ
の
先

に
広
が
る
日
本
海
に
生
息
す
る

生
物
を
飼
育
、展
示
。近
隣
の

漁
業
組
合
か
ら
の
協
力
で
多
く

の
魚
が
や
っ
て
き
ま
す
。季
節

に
よ
っ
て
旬
の
魚
が
入
れ
替
わ

り
、常
設
と
企
画
展
示
に
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
る
の
で
、来
る
た

び
に
気
づ
き
や
発
見
が
あ
る
の

で
す
。コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
て
、水

族
館
に
も
賑
わ
い
が
戻
っ
て
き

ま
し
た
。「
久
し
ぶ
り
に
来
て
良

か
っ
た
の
で
、年
間
パ
ス
ポ
ー
ト

を
購
入
し
ま
す
」と
い
う
声
も

聞
か
れ
ま
す
。館
内
に
は
写
真

映
え
す
る
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ

ん
あ
り
、自
然
光
が
差
し
こ
む

美
し
い
水
面
と
生
き
も
の
の
魅

力
に
感
動
し
て
語
ら
う
声
が
心

地
よ
く
響
い
て
い
ま
す
。

米
百
俵
プ
レ
イ
ス 

ミ
ラ
イ
エ
長
岡  

｜  

長
岡
市

上
越
市
立
水
族
博
物
館 

う
み
が
た
り  

｜  

上
越
市

米
百
俵
の
精
神
と
互
尊
独
尊
思
想
が

新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む

驚
き
・
発
見
・
感
動
に
満
ち

新
し
い
物
語
を
市
民
と
と
も
に
紡
ぐ

互尊文庫では利用者の興味と思考に広がりが持てるよう
に、4万冊の本を「くらす」「はたらく」「ひらめく」のエ
リアに分類、さらに15の選書テーマ別に配置しています。
ＩＣタグシステムの導入や無料Ｗｉ－Ｆｉ完備、予約可能
なコンセント付自習席も用意。ふた付きの飲み物や軽食
なら持ち込みも可能。イベントや講座の開催ができるミラ
イエハウスやミライエステップを併設。

上／うみがたり大水槽の上部である日本海テラスは、海
面と大水槽が一体となって雄大な景色が広がり、四
季折々の日本海の表情を楽しむことができます。水
槽内は目の前の日本海の海底地形を1万分の1のス
ケールで再現したジオラマ水槽です。

右／マゼランペンギンの飼育数が日本一のうみがたりで
は、一大生息地のアルゼンチン共和国のプンタ・ト
ンボを再現。陸上のペンギンたちが間近に見られま
す。１F屋内エリアでは空を飛ぶように水中を泳ぐペ
ンギンの姿に惹きつけられます。 取材協力／米百俵プレイス	ミライエ長岡

住所／長岡市大手通 2-3-10
電話番号／0258-86-6008
開館時間／平日・土曜日	9:00 〜21:00
	 日曜日・祝日	9:00 〜18:00

取材協力／上越市立水族博物館「うみがたり」
住所／上越市五智2-15-15
電話番号／025-543-2449
開館時間／10:00	〜	17:00（最終入館16:30）
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「
人
づ
く
り
」へ
の
想
い
が

綿
々
と
受
け
継
が
れ
、行
政
が

手
が
け
る
建
物
の
コ
ン
セ
プ
ト

に
も
そ
の
思
想
が
表
現
さ
れ
て

い
る
長
岡
市
。市
役
所
も
併
設

さ
れ
る
複
合
施
設
ア
オ
ー
レ
長

岡
は
、身
分
に
こ
だ
わ
ら
ず
誰

も
が
行
き
交
っ
た
と
い
う
懐
の

深
い
長
岡
城
の
在
り
方
を
手
本

に
、市
民
協
働
の
拠
点
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て

2
0
2
3
年
7
月
、「
米
百
俵

の
精
神
」で
知
ら
れ
る
国
漢
学

校
が
あ
っ
た
場
所
に
、現
代
版

国
漢
学
校
を
目
指
す「
米
百
俵

プ
レ
イ
ス 

ミ
ラ
イ
エ
長
岡
」西

館
が
オ
ー
プ
ン
。ま
た
ひ
と
つ
長

岡
を
代
表
す
る
施
設
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

5
階
に
は
、4
大
学
1
高
専

と
企
業
や
研
究
者
、起
業
家

が
出
会
う
産
業
振
興
の
ゾ
ー
ン

「
N
ナ
デ
ッ
ク

a
De
C 

B
ベ
ー
ス
A
S
E
」、3
階

に
は
ミ
ラ
イ
エ
長
岡
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
具
現
化
し
た
図
書
館「
互

　

上
越
市
の
水
族
館
は
昭
和

9
年
に
個
人
経
営
で
始
ま
り

ま
し
た
。場
所
も
建
物
も
変
わ

り
、「
う
み
が
た
り
」は
6
代
目

の
水
族
館
で
す
。約
90
年
間
、

訪
れ
た
人
は
海
に
つ
い
て
語
り

合
い
、様
々
な
物
語
を
紡
い
で
き

ま
し
た
。上
越
市
民
は
、雄
大

な
日
本
海
と
そ
こ
に
住
む
多
様

な
水
生
生
物
と
の
関
わ
り
の
中

で
豊
か
な
暮
ら
し
を
築
い
て
き

た
の
で
す
。歴
史
を
受
け
継
ぎ
、

未
来
に
向
け
た
新
し
い
物
語
を

生
み
だ
し
、よ
り
親
し
み
を
持

て
る
よ
う
に「
う
み
が
た
り
」と

い
う
愛
称
に
な
り
ま
し
た
。

　

2
0
0
4
年
に
新
水
族

館
整
備
の
検
討
委
員
会
が
立

ち
上
が
り
、財
源
の
問
題
か

ら
検
討
は
一
時
中
断
し
ま
し

た
が
、2
0
1
6
年
に
着
工
、

2
0
1
8
年
に
開
館
し
ま
し
た
。

「
愛
着
と
誇
り
を
持
て
る
、ま

ち
を
元
気
に
す
る
水
族
館
で
あ

り
続
け
る
」と
い
う
使
命
を
果

尊
文
庫
」が
あ
り
ま
す
。大
正

時
代
、互
尊
独
尊
を
唱
え
商
工

業
の
発
展
に
貢
献
し
た
野
本

恭
八
郎
の
力
添
え
に
よ
っ
て
開

館
し
た
長
岡
市
初
の
公
立
図

書
館「
互
尊
文
庫
」は
、戦
災
で

疲
弊
し
た
商
工
業
の
発
展
を

願
い
、未
来
に
つ
い
て
議
論
し
た

修
養
の
場
で
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。そ
の
精
神
を
継
承
し
た
図

書
館
の一
番
の
特
徴
は
、本
を
介

し
て
人
と
出
会
い
交
流
で
き
る

こ
と
で
す
。2
0
2
5
年
度
に

は
、商
工
会
議
所
、市
商
工
部・

観
光
交
流
部
、産
業
支
援
関

係
機
関
が
入
居
す
る
東
館
が

オ
ー
プ
ン
予
定
。距
離
の
近
さ

を
生
か
し
て
、組
織
の
垣
根
を

超
え
た
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
ミ
ラ
イ
エ

長
岡
」を
舞
台
に
、1
0
0
年

先
の
長
岡
を
見
据
え
た
、産
学

官
総
が
か
り
の
人
材
育
成
と

産
業
振
興
へ
の
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

た
そ
う
と
、ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と

な
っ
て
、水
族
館
の
管
理
や
運
営

に
携
わ
って
き
ま
し
た
。

　

う
み
が
た
り
で
は
、市
内
の

40
㎞
に
及
ぶ
海
岸
線
と
そ
の
先

に
広
が
る
日
本
海
に
生
息
す
る

生
物
を
飼
育
、展
示
。近
隣
の

漁
業
組
合
か
ら
の
協
力
で
多
く

の
魚
が
や
っ
て
き
ま
す
。季
節

に
よ
っ
て
旬
の
魚
が
入
れ
替
わ

り
、常
設
と
企
画
展
示
に
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
る
の
で
、来
る
た

び
に
気
づ
き
や
発
見
が
あ
る
の

で
す
。コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
て
、水

族
館
に
も
賑
わ
い
が
戻
っ
て
き

ま
し
た
。「
久
し
ぶ
り
に
来
て
良

か
っ
た
の
で
、年
間
パ
ス
ポ
ー
ト

を
購
入
し
ま
す
」と
い
う
声
も

聞
か
れ
ま
す
。館
内
に
は
写
真

映
え
す
る
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ

ん
あ
り
、自
然
光
が
差
し
こ
む

美
し
い
水
面
と
生
き
も
の
の
魅

力
に
感
動
し
て
語
ら
う
声
が
心

地
よ
く
響
い
て
い
ま
す
。

米
百
俵
プ
レ
イ
ス 

ミ
ラ
イ
エ
長
岡  

｜  

長
岡
市

上
越
市
立
水
族
博
物
館 

う
み
が
た
り  

｜  

上
越
市

米
百
俵
の
精
神
と
互
尊
独
尊
思
想
が

新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む

驚
き
・
発
見
・
感
動
に
満
ち

新
し
い
物
語
を
市
民
と
と
も
に
紡
ぐ

互尊文庫では利用者の興味と思考に広がりが持てるよう
に、4万冊の本を「くらす」「はたらく」「ひらめく」のエ
リアに分類、さらに15の選書テーマ別に配置しています。
ＩＣタグシステムの導入や無料Ｗｉ－Ｆｉ完備、予約可能
なコンセント付自習席も用意。ふた付きの飲み物や軽食
なら持ち込みも可能。イベントや講座の開催ができるミラ
イエハウスやミライエステップを併設。

上／うみがたり大水槽の上部である日本海テラスは、海
面と大水槽が一体となって雄大な景色が広がり、四
季折々の日本海の表情を楽しむことができます。水
槽内は目の前の日本海の海底地形を1万分の1のス
ケールで再現したジオラマ水槽です。

右／マゼランペンギンの飼育数が日本一のうみがたりで
は、一大生息地のアルゼンチン共和国のプンタ・ト
ンボを再現。陸上のペンギンたちが間近に見られま
す。１F屋内エリアでは空を飛ぶように水中を泳ぐペ
ンギンの姿に惹きつけられます。 取材協力／米百俵プレイス	ミライエ長岡

住所／長岡市大手通 2-3-10
電話番号／0258-86-6008
開館時間／平日・土曜日	9:00 〜21:00
	 日曜日・祝日	9:00 〜18:00

取材協力／上越市立水族博物館「うみがたり」
住所／上越市五智2-15-15
電話番号／025-543-2449
開館時間／10:00	〜	17:00（最終入館16:30）
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にいがた
トップインタビュー

第 回

新
潟
の
地
域
の
活
性
化
と

港
の
発
展
に
貢
献

―
1
9
0
5（
明
治
38
）年
に
酪
農
業
を

営
む
会
社
と
し
て
創
業
し
、現
在
は
総
合

物
流
企
業
へ
と
発
展
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

事
業
内
容
に
つい
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

本
間 

当
社
は
、創
業
か
ら
今
年
で
1
1
8

年
に
な
り
ま
す
。新
潟
市
白
山
浦
で
酪

農
業
を
始
め
た
創
業
者
が
事
業
拡
大
の

た
め
に
山
ノ
下
地
区
に
広
が
る
原
野
を

入
手
し
、1
9
2
0（
大
正
9
）年
に
港

湾
関
連
事
業
を
手
掛
け
る
新
潟
臨
港
株

式
会
社
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。臨
港
地

区
の
名
前
の
由
来
は
当
社
の
社
名
か
ら

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。一
世
紀
を
超
え
る

長
い
年
月
、新
潟
港
と
一
緒
に
歩
ん
で
き

た
会
社
で
す
。

　

業
務
は
港
の
物
流
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

港
湾
運
送
事
業
が
基
軸
で
す
。海
外
貿

易
で
港
を
利
用
す
る
と
き
の
入
出
港
業

務
や
荷
物
の
積
み
下
ろ
し
、倉
庫
業
、港

を
起
点
と
す
る
国
内
物
流
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
が
含
ま
れ
ま
す
。こ
こ
か
ら
派
生
し

て
、当
社
が
所
有
し
て
い
る
土
地
を
活
か

し
た
不
動
産
事
業
、建
設
機
械
や
特
殊

車
両
な
ど
の
販
売
を
行
う
機
械
販
売・整

備
事
業
、梱
包
、物
流
、建
設
資
材
を
扱

う
商
事
事
業
、木
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行

う
環
境
事
業
、ホ
テ
ル
経
営（
A
N
A
ク

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟
）な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。時
代
の
変
化
と
と

も
に
、お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き
た

こ
と
が
幅
広
い
事
業
展
開
へ
と
つ
な
が
っ

て
き
ま
し
た
。

―
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新

潟
は
、コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
て
盛
況
の
よ
う

で
す
ね
。

本
間 

は
い
、お
か
げ
さ
ま
で
回
復
し
て
き

ま
し
た
。新
潟
の
方
は
お
酒
が
好
き
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、当
ホ
テ
ル
の
宴
会

が
で
き
る
大
会
場
で
、み
な
さ
ま
か
ら
楽

し
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

新
潟
県
内
港
か
ら
近
い

大
陸
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

―
本
当
に
幅
広
い
事
業
展
開
で
す
ね
。

港
湾
物
流
事
業
の
拠
点
は
、臨
港
埠
頭

（
新
潟
西
港
）、新
潟
東
港
、直
江
津
港

が
あ
り
、2
0
1
1（
平
成
23
）年
に
新

潟
港
が
日
本
海
側
の
総
合
拠
点
港
、直
江

津
港
が
拠
点
港
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
間 

新
潟
西
港
の
歴
史
は
古
く
、

1
8
5
8（
安
政
5
）年
の
日
米
修
好
通

商
条
約
で
開
港
5
港
の
1
つ
に
な
り
、明

治
元
年
に
開
港
し
ま
し
た
。西
港
は
市
の

中
心
部
に
近
い
の
で
、貨
物
船
だ
け
で
な

く
、客
船
も
発
着
し
ま
す
。そ
の
西
港
の

中
に
、国
内
唯
一の
私
有
港
湾
で
あ
る
当

社
の「
臨
港
埠
頭
」が
あ
り
ま
す
。「
臨

港
埠
頭
」に
は
、一
般
貨
物
、危
険
物
、原

油
な
ど
の
タ
ン
カ
ー
船
の
専
用
埠
頭
も

備
え
て
お
り
、最
大
水
深
10
メ
ー
ト
ル
、

6
万
ト
ン
の
船
を
つ
け
る
こ
と
が
可
能
で

す
。「
臨
港
埠
頭
」は
西
港
で一
番
大
き
な

船
が
つ
け
ら
れ
る
の
が
特
長
で
す
。

　

船
の
大
型
化
に
伴
い
、1
9
6
9（
昭

和
44
）年
に
東
港
が
開
港
し
ま
し
た
。現

在
は
コ
ン
テ
ナ
物
流
が
主
流
に
な
り
、東

港
は
専
用
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
備
え
て
い
ま

す
。東
港
は
本
州
最
大
の
コ
ン
テ
ナ
物
流

の
拠
点
で
、当
社
は
コ
ン
テ
ナ
物
流
の
ト
ッ

プ
シ
ェ
ア
の
取
り
扱
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

直
江
津
港
は
長
野
方
面
と
富
山
方
面

の
分
岐
点
に
位
置
し
、交
通
ア
ク
セ
ス
も

良
く
、L
N
G
火
力
発
電
所
の
建
設
が

進
み
、将
来
性
の
あ
る
港
で
す
。当
社
の

お
客
様
と
し
て
は
、長
野
県
の
精
密
機
械

工
業
の
方
々
の
ご
利
用
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
重
要
な
役
割
を
担
う
新

潟
県
内
港
は
、東
日
本
大
震
災
の
時
に
は

太
平
洋
側
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
港
と
し
て
も

機
能
し
ま
し
た
。

　

新
潟
県
内
港
は
京
浜
地
区
の
港
に
比

べ
て
、規
模
は
小
さ
い
で
す
が
中
国
、韓

国
、ロ
シ
ア
か
ら
見
る
と
一
番
近
く
、日
本

の
中
心
に
あ
る
港
で
す
。こ
の
優
位
性
を

活
か
す
こ
と
で
、新
潟
県
内
港
は
こ
れ
か

ら
も
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

当
社
も
大
陸
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ

て
い
き
、世
界
各
地
へ
の
物
流
を
視
野
に

入
れ
て
い
ま
す
。

―
と
て
も
興
味
深
い
発
見
で
、期
待
が
広

が
り
ま
す
ね
。

本
間 

港
に
い
な
い
と
海
外
貿
易
の
こ
と

は
よ
く
分
か
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、日
本
は
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
て
、海

外
と
の
物
流
は
、海
上
の
輸
送
に
よ
る
も

の
が
多
い
で
す
。私
は
入
社
し
て
か
ら
、

社
長
職
を
い
た
だ
く
ま
で
、ず
っ
と
港
湾

運
送
の
現
場
に
お
り
ま
し
た
の
で
、と
て

も
や
り
が
い
を
感
じ
て
、誇
り
を
も
っ
て

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

新
潟
の
地
に
根
ざ
し
て
成
長
し
て
き

た
会
社
で
す
か
ら
、お
客
様
の
多
く
は
県

内
の
企
業
様
で
す
。新
潟
港
を
使
う
メ

リ
ッ
ト
を
ご
提
案
し
、お
客
様
の
ご
要
望

に
応
え
て
き
た
か
ら
こ
そ
、港
が
活
性
化

し
、当
社
も
と
も
に
発
展
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。そ
の
歴
史
の
中
で
当
社
が
誇

れ
る
も
の
は
人
で
す
。長
年
培
っ
て
き
た

社
員
の
経
験
と
技
術
が
継
承
さ
れ
て
い

ま
す
。

21

新
潟
か
ら
世
界
の
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

株
式
会
社
リ
ン
コ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役
社
長

本
間  

常
悌 

氏

海外の玄関口としての新潟西港。そこに日本で唯一の私有港湾「臨港埠頭」
を持つ株式会社リンコーコーポレーション。私たちの暮らしに欠かせない
エネルギーや様々な国際物資を港湾で流れるように動かし、必要なところ
へ届けます。アジア諸国の経済発展、連携とともに国際物流が拡大する中、
新潟の地の利を活かして、機敏に会社の舵取りを行う本間常悌社長から、
お話を伺いました。

新潟市は例年、学会や様々なイベント、コンサートなどで人の往来がある。
その宿泊先として、国内外のお客様を迎えるANAクラウンプラザホテル新潟。

西港と東港の特性を活かし、国際交流の拠点となる新潟港。停泊する船舶は韓国航路や中国航路がメインでアメリカからは釜山港経由で新潟港へ。
新潟から、酒田、秋田、苫小牧などに寄港して中国や韓国へという航路をとります。
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潟
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献

―
1
9
0
5（
明
治
38
）年
に
酪
農
業
を

営
む
会
社
と
し
て
創
業
し
、現
在
は
総
合

物
流
企
業
へ
と
発
展
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

事
業
内
容
に
つい
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

本
間 

当
社
は
、創
業
か
ら
今
年
で
1
1
8

年
に
な
り
ま
す
。新
潟
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が
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で
す
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で
港
を
利
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す
る
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き
の
入
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港
業

務
や
荷
物
の
積
み
下
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し
、倉
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業
、港

を
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点
と
す
る
国
内
物
流
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
が
含
ま
れ
ま
す
。こ
こ
か
ら
派
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し

て
、当
社
が
所
有
し
て
い
る
土
地
を
活
か

し
た
不
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事
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設
機
械
や
特
殊

車
両
な
ど
の
販
売
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行
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機
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販
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備
事
業
、梱
包
、物
流
、建
設
資
材
を
扱

う
商
事
事
業
、木
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行

う
環
境
事
業
、ホ
テ
ル
経
営（
A
N
A
ク

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟
）な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。時
代
の
変
化
と
と

も
に
、お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き
た

こ
と
が
幅
広
い
事
業
展
開
へ
と
つ
な
が
っ

て
き
ま
し
た
。

―
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新

潟
は
、コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
て
盛
況
の
よ
う

で
す
ね
。

本
間 

は
い
、お
か
げ
さ
ま
で
回
復
し
て
き

ま
し
た
。新
潟
の
方
は
お
酒
が
好
き
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、当
ホ
テ
ル
の
宴
会

が
で
き
る
大
会
場
で
、み
な
さ
ま
か
ら
楽

し
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

新
潟
県
内
港
か
ら
近
い

大
陸
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

―
本
当
に
幅
広
い
事
業
展
開
で
す
ね
。

港
湾
物
流
事
業
の
拠
点
は
、臨
港
埠
頭

（
新
潟
西
港
）、新
潟
東
港
、直
江
津
港

が
あ
り
、2
0
1
1（
平
成
23
）年
に
新

潟
港
が
日
本
海
側
の
総
合
拠
点
港
、直
江

津
港
が
拠
点
港
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
間 

新
潟
西
港
の
歴
史
は
古
く
、

1
8
5
8（
安
政
5
）年
の
日
米
修
好
通

商
条
約
で
開
港
5
港
の
1
つ
に
な
り
、明

治
元
年
に
開
港
し
ま
し
た
。西
港
は
市
の

中
心
部
に
近
い
の
で
、貨
物
船
だ
け
で
な

く
、客
船
も
発
着
し
ま
す
。そ
の
西
港
の

中
に
、国
内
唯
一の
私
有
港
湾
で
あ
る
当

社
の「
臨
港
埠
頭
」が
あ
り
ま
す
。「
臨

港
埠
頭
」に
は
、一
般
貨
物
、危
険
物
、原

油
な
ど
の
タ
ン
カ
ー
船
の
専
用
埠
頭
も

備
え
て
お
り
、最
大
水
深
10
メ
ー
ト
ル
、

6
万
ト
ン
の
船
を
つ
け
る
こ
と
が
可
能
で

す
。「
臨
港
埠
頭
」は
西
港
で一
番
大
き
な

船
が
つ
け
ら
れ
る
の
が
特
長
で
す
。

　

船
の
大
型
化
に
伴
い
、1
9
6
9（
昭

和
44
）年
に
東
港
が
開
港
し
ま
し
た
。現

在
は
コ
ン
テ
ナ
物
流
が
主
流
に
な
り
、東

港
は
専
用
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
備
え
て
い
ま

す
。東
港
は
本
州
最
大
の
コ
ン
テ
ナ
物
流

の
拠
点
で
、当
社
は
コ
ン
テ
ナ
物
流
の
ト
ッ

プ
シ
ェ
ア
の
取
り
扱
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

直
江
津
港
は
長
野
方
面
と
富
山
方
面

の
分
岐
点
に
位
置
し
、交
通
ア
ク
セ
ス
も

良
く
、L
N
G
火
力
発
電
所
の
建
設
が

進
み
、将
来
性
の
あ
る
港
で
す
。当
社
の

お
客
様
と
し
て
は
、長
野
県
の
精
密
機
械

工
業
の
方
々
の
ご
利
用
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
重
要
な
役
割
を
担
う
新

潟
県
内
港
は
、東
日
本
大
震
災
の
時
に
は

太
平
洋
側
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
港
と
し
て
も

機
能
し
ま
し
た
。

　

新
潟
県
内
港
は
京
浜
地
区
の
港
に
比

べ
て
、規
模
は
小
さ
い
で
す
が
中
国
、韓

国
、ロ
シ
ア
か
ら
見
る
と
一
番
近
く
、日
本

の
中
心
に
あ
る
港
で
す
。こ
の
優
位
性
を

活
か
す
こ
と
で
、新
潟
県
内
港
は
こ
れ
か

ら
も
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

当
社
も
大
陸
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ

て
い
き
、世
界
各
地
へ
の
物
流
を
視
野
に

入
れ
て
い
ま
す
。

―
と
て
も
興
味
深
い
発
見
で
、期
待
が
広

が
り
ま
す
ね
。

本
間 

港
に
い
な
い
と
海
外
貿
易
の
こ
と

は
よ
く
分
か
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、日
本
は
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
て
、海

外
と
の
物
流
は
、海
上
の
輸
送
に
よ
る
も

の
が
多
い
で
す
。私
は
入
社
し
て
か
ら
、

社
長
職
を
い
た
だ
く
ま
で
、ず
っ
と
港
湾

運
送
の
現
場
に
お
り
ま
し
た
の
で
、と
て

も
や
り
が
い
を
感
じ
て
、誇
り
を
も
っ
て

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

新
潟
の
地
に
根
ざ
し
て
成
長
し
て
き

た
会
社
で
す
か
ら
、お
客
様
の
多
く
は
県

内
の
企
業
様
で
す
。新
潟
港
を
使
う
メ

リ
ッ
ト
を
ご
提
案
し
、お
客
様
の
ご
要
望

に
応
え
て
き
た
か
ら
こ
そ
、港
が
活
性
化

し
、当
社
も
と
も
に
発
展
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。そ
の
歴
史
の
中
で
当
社
が
誇

れ
る
も
の
は
人
で
す
。長
年
培
っ
て
き
た

社
員
の
経
験
と
技
術
が
継
承
さ
れ
て
い

ま
す
。

21

新
潟
か
ら
世
界
の
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

株
式
会
社
リ
ン
コ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役
社
長

本
間  

常
悌 

氏

海外の玄関口としての新潟西港。そこに日本で唯一の私有港湾「臨港埠頭」
を持つ株式会社リンコーコーポレーション。私たちの暮らしに欠かせない
エネルギーや様々な国際物資を港湾で流れるように動かし、必要なところ
へ届けます。アジア諸国の経済発展、連携とともに国際物流が拡大する中、
新潟の地の利を活かして、機敏に会社の舵取りを行う本間常悌社長から、
お話を伺いました。

新潟市は例年、学会や様々なイベント、コンサートなどで人の往来がある。
その宿泊先として、国内外のお客様を迎えるANAクラウンプラザホテル新潟。

西港と東港の特性を活かし、国際交流の拠点となる新潟港。停泊する船舶は韓国航路や中国航路がメインでアメリカからは釜山港経由で新潟港へ。
新潟から、酒田、秋田、苫小牧などに寄港して中国や韓国へという航路をとります。
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産
資
産
の
有
効
活
用
、人
材
の
確
保
と

育
成
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。具
体
的
に

は
、女
性
の
起
用
に
関
し
て
、今
年
度
は

管
理
職
の
女
性
が
増
え
ま
し
た
。こ
の
ほ

か
、船
会
社
が
お
客
様
で
あ
る
国
際
物
流

の
業
務
は
語
学
力
が
必
要
で
す
が
、こ
の

分
野
で
も
女
性
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。ま

た
、2
0
2
2
年
の
4
月
に
子
会
社
2
社

の
合
併
を
行
い
、同
年
の
2
月
に
横
浜
の

㈱
ワ
イ・エ
ス・ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
吸
収
し

て
、横
浜
営
業
所
に
し
ま
し
た
。こ
れ
に

よ
り
、新
潟
の
地
盤
を
固
め
て
、京
浜
地

区
の
営
業
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

特
に
私
が
社
長
に
就
任
し
て
力
を
入

れ
て
い
る
の
は
、新
設
の「
フ
ォ
ワ
ー
デ
ィ
ン

グ
事
業
課
」と「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
部
」で
す
。今
、海
外
拠
点
は
上
海

の
営
業
所
だ
け
で
す
が
、海
外
拠
点
を
増

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
―
で

新
潟
県
も
港
も
進
化
す
る

―
本
間
社
長
が
考
え
る
5
年
後
、10
年

後
の
会
社
像
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

本
間 

会
社
と
し
て
、2
0
2
2
年
～

2
0
2
4
年
度
の
中
期
経
営
計
画
と
し

て
策
定
し
た
の
は
、コ
ン
テ
ナ
貨
物
事
業

の
強
化
、港
湾
運
送
事
業
の
効
率
化
と

生
産
性
ア
ッ
プ
で
す
。臨
港
埠
頭
や
不
動

新
潟
港
発
展
の
鍵
は

輸
出
の
増
加

―
日
本
の
も
の
を
海
外
へ
運
び
出
す
喜

び
も
あ
り
ま
す
ね
。

本
間 

実
は
、新
潟
港
は
輸
入
が
80
％
を
占

め
て
、輸
出
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
で
す
。

―
新
潟
港
か
ら
の
輸
出
が
少
な
い
と
は

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
間 

国
内
か
ら
出
荷
す
る
際
に
は
早
さ

も
重
要
で
、リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
い
京
浜

地
区
を
選
択
す
る
方
が
多
い
の
で
す
。逆

に
時
間
が
か
か
っ
て
も
経
費
を
抑
え
た
い

と
い
う
ニ
ー
ズ
を
引
き
出
せ
ば
、新
潟
港

を
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。県

内
企
業
の
輸
出
に
関
し
て
も
、輸
入
品
は

世
界
中
か
ら
来
て
い
る
の
で
、当
社
の
取

引
先
は
世
界
中
に
あ
り
ま
す
。そ
の
つ
な

が
り
を
活
か
し
て
、新
潟
の
お
米
や
お
酒

な
ど
の
運
び
方
や
、運
び
先
の
ご
提
案
も

含
め
て
、当
社
は
お
手
伝
い
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、港
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、行
政
か
ら
も
産
業
振
興
に
力
を
入
れ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

―
県
内
の
も
の
づ
く
り
が
活
性
化
し
て
、

世
界
の
需
要
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。と
こ
ろ
で
、御
社
が
抱

え
る
課
題
は
ご
ざ
い
ま
す
か
？

本
間 

ど
の
業
界
に
も
共
通
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、人
材
不
足
が
課
題
で
す
。

特
に
物
流
現
場
の
人
材
確
保
が
難
し
い

で
す
。新
卒
だ
け
で
な
く
中
途
採
用
に

も
力
を
入
れ
て
、国
籍
も
問
わ
ず
採
用

を
考
え
て
い
ま
す
。

　

業
務
内
容
が
単
純
作
業
で
は
な
く
、

様
々
な
作
業
形
態
が
あ
り
、チ
ー
ム
ワ
ー

ク
も
大
切
で
す
。個
人
差
は
あ
り
ま
す

が
、一人
前
に
な
る
の
に
10
年
は
か
か
り
ま

す
。安
全
に
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
、な
お
か
つ
ス
ピ
ー
ド
も
求
め
ら
れ
る

仕
事
で
す
。今
は
、こ
の
課
題
に
対
し
て
、

D
X
を
推
進
し
、A
I
な
ど
の
技
術
を

取
り
込
む
こ
と
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
と
き
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は

A
I
な
ど
の
技
術
が
進
歩
し
て
も
、あ
く

ま
で
人
間
が
主
体
で
あ
る
こ
と
。A
I
を

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
上
手
に
使
い
、人
間

ら
し
さ
や
個
性
が
失
わ
れ
な
い
社
会
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

―
御
社
の
企
業
理
念
に
は「
お
客
様
の

心
を
大
切
に
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。

本
間 

お
客
様
の
心
を
大
切
に
し
て
人
間

味
が
あ
る
の
が
新
潟
の
企
業
の
良
さ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。県
外
の
お
客
様
も
そ

う
い
う
部
分
に
ひ
か
れ
て
当
社
と
お
取

引
い
た
だ
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。年

に一
度
開
か
れ
る
企
業
理
念
共
有
会
で
、

私
は
み
な
さ
ん
に「
未
来
は
自
分
で
作
り

な
さ
い
。そ
の
未
来
は
み
ん
な
で
作
る
も

の
で
す
。未
来
を
つ
く
る
た
め
に
何
を
す

べ
き
か
考
え
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
」と
い

う
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
、距
離
、場
所
、時
間
の
価

値
観
が
変
わ
り
、企
業
理
念
が
で
き
た

1
9
9
1
年
と
は
全
く
別
の
社
会
に
私

た
ち
は
生
き
て
い
ま
す
。ど
ん
な
に
新
し

い
社
会
に
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
も
の
が

あ
る
と
し
た
ら
、お
客
様
を
大
切
に
す
る

心
や
人
間
ら
し
さ
だ
と
思
う
の
で
す
。

や
そ
う
と
場
所
の
検
討
を
含
め
て「
フ
ォ

ワ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
課
」が
動
い
て
い
ま

す
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、

村
上
、胎
内
市
の
洋
上
風
力
や
バ
イ
オ
マ

ス
、太
陽
光
、水
素
を
含
め
て
当
社
が
ど

こ
ま
で
お
手
伝
い
で
き
る
か
を
探
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。5
年
か
ら
10
年
後
に

は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き
く
動

い
て
く
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。港
も
進
化

し
、当
社
も
共
に
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
基
軸
の
港
湾
運
送
事
業

を
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
着
実
に
進
め

ま
す
。さ
ら
に
今
後
、再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

鍵
に
新
潟
が
発
展
し
て
い
く
中
で
、当
社

は
業
務
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
し
、利
益

を
上
げ
て
株
主
さ
ん
へ
も
還
元
で
き
る
よ

う
に
舵
取
り
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

所 在 地
代 表 者
設 立
資 本 金
売 上 高
決 算 期
従 業 員 数
主な事業内容

支 社
事 業 所
グループ会社

本社／〒950-8540　新潟市中央区万代五丁目11番30号
代表取締役社長	本間	常悌
1905（明治38）年11月12日
19億5千万円
134億42百万円（2023年3月期連結）
3月
連結／598名（2023年3月31日現在）
港湾運送事業、倉庫業、貨物利用運送事業、通関業、航空貨物取扱業、船舶代理店業、不動産事業、
保険代理店業、商品販売事業、機械販売事業、産業廃棄物処理業	など
東京支社、東港支社
新潟市内 4か所、県内／直江津、県外／横浜、海外／上海
株式会社ホテル新潟、リンコー運輸株式会社、リンコー港運倉庫株式会社

代表取締役社長	本間	常悌	氏
「港湾運送業務の現場に長く在籍していたので、本社にい
ても現場の様子は手に取るように分かります。コロナ禍
のときには物流を止めてはいけない。エッセンシャルワー
カーとして使命を全うし、作業を止めずに港を回していこ
う、という強い意志で会社全体が動いていました」と本間
常悌社長。村上市出身で、現在はご家族と新潟市に在住
です。

株式会社リンコーコーポレーション
（東京証券取引所	スタンダード市場	銘柄コード9355）
リンコーコーポレーションは、1905（明治38）年に創立した、歴史のある総合物
流企業です。新潟西港地区に日本唯一の私有港湾「臨港埠頭」を保持しています。
日本海側の国際物流拠点・新潟東港には大規模倉庫群を有し、新潟ひいては日本
の国際物流を支えています。

新潟港で港湾業務ができるのは3社のみ。危険物を積み込んだ船舶やタンカーなどが停泊する海上を巡
回して港の安全を守ります。

リンコーコーポレーションはCSR活動やSDGsにも積極的に取り組み、1985（昭和60）年に臨港木材
リサイクルセンターを建設（写真左）。現在は県内最大級の木材リサイクル置き場面積を確保し木材リ
サイクル処理を行っています。市民に人気の山の下みなとランドは当社の「臨港埠頭」の土地の一部を
新潟市に無償提供（写真右）。2022（令和4）年には、みなとSDGsパートナーに登録しました。
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産
資
産
の
有
効
活
用
、人
材
の
確
保
と

育
成
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。具
体
的
に

は
、女
性
の
起
用
に
関
し
て
、今
年
度
は

管
理
職
の
女
性
が
増
え
ま
し
た
。こ
の
ほ

か
、船
会
社
が
お
客
様
で
あ
る
国
際
物
流

の
業
務
は
語
学
力
が
必
要
で
す
が
、こ
の

分
野
で
も
女
性
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。ま

た
、2
0
2
2
年
の
4
月
に
子
会
社
2
社

の
合
併
を
行
い
、同
年
の
2
月
に
横
浜
の

㈱
ワ
イ・エ
ス・ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
吸
収
し

て
、横
浜
営
業
所
に
し
ま
し
た
。こ
れ
に

よ
り
、新
潟
の
地
盤
を
固
め
て
、京
浜
地

区
の
営
業
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

特
に
私
が
社
長
に
就
任
し
て
力
を
入

れ
て
い
る
の
は
、新
設
の「
フ
ォ
ワ
ー
デ
ィ
ン

グ
事
業
課
」と「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
部
」で
す
。今
、海
外
拠
点
は
上
海

の
営
業
所
だ
け
で
す
が
、海
外
拠
点
を
増

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
―
で

新
潟
県
も
港
も
進
化
す
る

―
本
間
社
長
が
考
え
る
5
年
後
、10
年

後
の
会
社
像
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

本
間 

会
社
と
し
て
、2
0
2
2
年
～

2
0
2
4
年
度
の
中
期
経
営
計
画
と
し

て
策
定
し
た
の
は
、コ
ン
テ
ナ
貨
物
事
業

の
強
化
、港
湾
運
送
事
業
の
効
率
化
と

生
産
性
ア
ッ
プ
で
す
。臨
港
埠
頭
や
不
動

新
潟
港
発
展
の
鍵
は

輸
出
の
増
加

―
日
本
の
も
の
を
海
外
へ
運
び
出
す
喜

び
も
あ
り
ま
す
ね
。

本
間 

実
は
、新
潟
港
は
輸
入
が
80
％
を
占

め
て
、輸
出
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
で
す
。

―
新
潟
港
か
ら
の
輸
出
が
少
な
い
と
は

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
間 

国
内
か
ら
出
荷
す
る
際
に
は
早
さ

も
重
要
で
、リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
い
京
浜

地
区
を
選
択
す
る
方
が
多
い
の
で
す
。逆

に
時
間
が
か
か
っ
て
も
経
費
を
抑
え
た
い

と
い
う
ニ
ー
ズ
を
引
き
出
せ
ば
、新
潟
港

を
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。県

内
企
業
の
輸
出
に
関
し
て
も
、輸
入
品
は

世
界
中
か
ら
来
て
い
る
の
で
、当
社
の
取

引
先
は
世
界
中
に
あ
り
ま
す
。そ
の
つ
な

が
り
を
活
か
し
て
、新
潟
の
お
米
や
お
酒

な
ど
の
運
び
方
や
、運
び
先
の
ご
提
案
も

含
め
て
、当
社
は
お
手
伝
い
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、港
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、行
政
か
ら
も
産
業
振
興
に
力
を
入
れ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

―
県
内
の
も
の
づ
く
り
が
活
性
化
し
て
、

世
界
の
需
要
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。と
こ
ろ
で
、御
社
が
抱

え
る
課
題
は
ご
ざ
い
ま
す
か
？

本
間 

ど
の
業
界
に
も
共
通
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、人
材
不
足
が
課
題
で
す
。

特
に
物
流
現
場
の
人
材
確
保
が
難
し
い

で
す
。新
卒
だ
け
で
な
く
中
途
採
用
に

も
力
を
入
れ
て
、国
籍
も
問
わ
ず
採
用

を
考
え
て
い
ま
す
。

　

業
務
内
容
が
単
純
作
業
で
は
な
く
、

様
々
な
作
業
形
態
が
あ
り
、チ
ー
ム
ワ
ー

ク
も
大
切
で
す
。個
人
差
は
あ
り
ま
す

が
、一人
前
に
な
る
の
に
10
年
は
か
か
り
ま

す
。安
全
に
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
、な
お
か
つ
ス
ピ
ー
ド
も
求
め
ら
れ
る

仕
事
で
す
。今
は
、こ
の
課
題
に
対
し
て
、

D
X
を
推
進
し
、A
I
な
ど
の
技
術
を

取
り
込
む
こ
と
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
と
き
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は

A
I
な
ど
の
技
術
が
進
歩
し
て
も
、あ
く

ま
で
人
間
が
主
体
で
あ
る
こ
と
。A
I
を

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
上
手
に
使
い
、人
間

ら
し
さ
や
個
性
が
失
わ
れ
な
い
社
会
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

―
御
社
の
企
業
理
念
に
は「
お
客
様
の

心
を
大
切
に
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。

本
間 

お
客
様
の
心
を
大
切
に
し
て
人
間

味
が
あ
る
の
が
新
潟
の
企
業
の
良
さ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。県
外
の
お
客
様
も
そ

う
い
う
部
分
に
ひ
か
れ
て
当
社
と
お
取

引
い
た
だ
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。年

に一
度
開
か
れ
る
企
業
理
念
共
有
会
で
、

私
は
み
な
さ
ん
に「
未
来
は
自
分
で
作
り

な
さ
い
。そ
の
未
来
は
み
ん
な
で
作
る
も

の
で
す
。未
来
を
つ
く
る
た
め
に
何
を
す

べ
き
か
考
え
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
」と
い

う
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
、距
離
、場
所
、時
間
の
価

値
観
が
変
わ
り
、企
業
理
念
が
で
き
た

1
9
9
1
年
と
は
全
く
別
の
社
会
に
私

た
ち
は
生
き
て
い
ま
す
。ど
ん
な
に
新
し

い
社
会
に
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
も
の
が

あ
る
と
し
た
ら
、お
客
様
を
大
切
に
す
る

心
や
人
間
ら
し
さ
だ
と
思
う
の
で
す
。

や
そ
う
と
場
所
の
検
討
を
含
め
て「
フ
ォ

ワ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
課
」が
動
い
て
い
ま

す
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、

村
上
、胎
内
市
の
洋
上
風
力
や
バ
イ
オ
マ

ス
、太
陽
光
、水
素
を
含
め
て
当
社
が
ど

こ
ま
で
お
手
伝
い
で
き
る
か
を
探
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。5
年
か
ら
10
年
後
に

は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き
く
動

い
て
く
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。港
も
進
化

し
、当
社
も
共
に
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
基
軸
の
港
湾
運
送
事
業

を
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
着
実
に
進
め

ま
す
。さ
ら
に
今
後
、再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

鍵
に
新
潟
が
発
展
し
て
い
く
中
で
、当
社

は
業
務
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
し
、利
益

を
上
げ
て
株
主
さ
ん
へ
も
還
元
で
き
る
よ

う
に
舵
取
り
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

所 在 地
代 表 者
設 立
資 本 金
売 上 高
決 算 期
従 業 員 数
主な事業内容

支 社
事 業 所
グループ会社

本社／〒950-8540　新潟市中央区万代五丁目11番30号
代表取締役社長	本間	常悌
1905（明治38）年11月12日
19億5千万円
134億42百万円（2023年3月期連結）
3月
連結／598名（2023年3月31日現在）
港湾運送事業、倉庫業、貨物利用運送事業、通関業、航空貨物取扱業、船舶代理店業、不動産事業、
保険代理店業、商品販売事業、機械販売事業、産業廃棄物処理業	など
東京支社、東港支社
新潟市内 4か所、県内／直江津、県外／横浜、海外／上海
株式会社ホテル新潟、リンコー運輸株式会社、リンコー港運倉庫株式会社

代表取締役社長	本間	常悌	氏
「港湾運送業務の現場に長く在籍していたので、本社にい
ても現場の様子は手に取るように分かります。コロナ禍
のときには物流を止めてはいけない。エッセンシャルワー
カーとして使命を全うし、作業を止めずに港を回していこ
う、という強い意志で会社全体が動いていました」と本間
常悌社長。村上市出身で、現在はご家族と新潟市に在住
です。

株式会社リンコーコーポレーション
（東京証券取引所	スタンダード市場	銘柄コード9355）
リンコーコーポレーションは、1905（明治38）年に創立した、歴史のある総合物
流企業です。新潟西港地区に日本唯一の私有港湾「臨港埠頭」を保持しています。
日本海側の国際物流拠点・新潟東港には大規模倉庫群を有し、新潟ひいては日本
の国際物流を支えています。

新潟港で港湾業務ができるのは3社のみ。危険物を積み込んだ船舶やタンカーなどが停泊する海上を巡
回して港の安全を守ります。

リンコーコーポレーションはCSR活動やSDGsにも積極的に取り組み、1985（昭和60）年に臨港木材
リサイクルセンターを建設（写真左）。現在は県内最大級の木材リサイクル置き場面積を確保し木材リ
サイクル処理を行っています。市民に人気の山の下みなとランドは当社の「臨港埠頭」の土地の一部を
新潟市に無償提供（写真右）。2022（令和4）年には、みなとSDGsパートナーに登録しました。
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人
生
の
中
で
み
な
さ
ん一
度
は

頭
痛
を
感
じ
た
こ
と
が
お
あ
り

で
し
ょ
う
し
、ほ
と
ん
ど
の
人
が

頭
痛
は「
怖
い
も
の
」と
感
じ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。そ
れ
は
き
っ

と
、頭
の
中
で
命
に
関
わ
る
危
険

な
こ
と
が
起
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
す
る
か
ら
で
し
ょ

う
。そ
の
頭
痛
が
本
当
に
危
険

な
も
の
か
ど
う
か
、大
き
な
二
つ

の
原
則
を
も
と
に
そ
の
機
序
を

考
え
て
み
る
と
わ
か
り
や
す
く

な
り
ま
す
。そ
の
上
で
適
切
な

医
療
機
関
受
診
や
救
急
利
用
を

心
が
け
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

危
険
で
は
な
い
頭
痛
の

考
え
方

　

ま
ず
一つ
目
の
原
則
は
、心
臓

や
肺
、胃
、腸
、腎
臓
、筋
肉
と
いっ

た
体
の
臓
器
は
そ
れ
自
体
に
何

か
が
あ
れ
ば
痛
い
と
感
じ
る
も
の

で
す
が
、脳
そ
の
も
の
は
触
っ
た

り
つ
ね
っ
た
り
し
て
も
痛
み
を
感

じ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。（
脳

神
経
外
科
で
は
手
術
中
に
患
者

さ
ん
を
麻
酔
か
ら
覚
め
さ
せ
て

脳
の
機
能
が
大
丈
夫
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
な
が
ら
切
除
す
る

場
合
も
あ
る
の
で
す
！
）で
す
か

ら「
脳
が
痛
い
気
が
す
る
」と
い

う
の
は
真
に「
気
の
せ
い
」で
、み

な
さ
ん
が「
頭
が
痛
い
」と
感
じ

る
場
合
の
多
く
は
，頭
部
を
構
成

す
る
脳
以
外
の
組
織
、つ
ま
り
頭

蓋
骨
を
支
え
て
い
る
筋
肉
や
頭

皮
の
血
管
や
神
経
か
ら
く
る
痛

み
と
な
り
ま
す
。脳
神
経
外
科

の
外
来
を
受
診
さ
れ
る
患
者
さ

ん
の
多
く
は
こ
の
よ
う
な
機
序

の
頭
痛
で
あ
り
、と
り
わ
け
日

本
人
に
多
い
の
が
筋
緊
張
型
頭

痛
と
よ
ば
れ
、頭
蓋
骨
の
側
頭
部

（
こ
め
か
み
）を
支
え
る
側
頭
筋

や
肩
か
ら
頸
部
を
支
え
る
た
く

さ
ん
の
筋
肉
群
の
コ
リ
か
ら
来
る

も
の
で
す
。体
質
も
あ
り
ま
す

し
、長
時
間
の
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
、精

神
的
に
気
が
張
っ
た
状
態
も
関

係
し
ま
す
。ま
た
ビ
リ
ッ
ビ
リ
ッ

と
後
頭
か
ら
頭
頂
に
か
け
て
痛

み
が
走
る
も
の
は
後
頭
神
経
痛

と
呼
ば
れ
頭
皮
の
神
経
の
痛
み

で
す
し
、偏
頭
痛
や
群
発
頭
痛

は
頭
皮
の
血
管
の
拡
張
に
よ
る

刺
激
を
脳
の
中
の
視
床
下
部
と

い
う
と
こ
ろ
で
痛
み
と
し
て
認

知
す
る
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
れ
ら
は
非
常
に
激
し

い
痛
み
を
と
も
な
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、共
通
し
て「
痛
い
時

も
あ
れ
ば
痛
く
な
い
時
も
あ
る
」

と
い
う「
変
動
性
」の
経
過
を
と

り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
機
序
で
あ

る
以
上
、医
学
的
に
は
危
険
な

頭
痛
で
は
な
く
、焦
る
こ
と
な
く

痛
み
に
対
し
て
適
切
な
対
処
を

す
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。最
近
は
い
ろ
い
ろ
な
作
用

機
序
の
頭
痛
薬
が
あ
り
、症
状
の

制
御
も
昔
よ
り
よ
く
な
り
ま
し

た
が
、薬
剤
を
乱
用
し
す
ぎ
る
こ

と
で
頭
痛
を
生
じ
る
薬
剤
乱
用

性
頭
痛
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、神
経
系
の
専
門
の
先
生
と

よ
く
相
談
し
適
正
使
用
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

危
険
な
頭
痛
の
考
え
方

　

２
つ
目
の
原
則
は
危
険
に
も

関
わ
っ
て
く
る
も
の
で
、脳
が
頭

蓋
骨
と
い
う
硬
い
入
れ
物
に
ま
る

で
金
庫
の
中
か
の
よ
う
に
保
管

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
点
で
脳
は
普
段
は
他
臓
器

よ
り
ず
っ
と
安
全
に
守
ら
れ
て
い

る
と
言
え
る
の
で
す
が
、こ
の
中

で
何
か
が
お
き
て
、内
部
の
圧
力

が
上
が
っ
た
場
合
は
ど
う
で
し
ょ

う
。満
員
電
車
の
よ
う
な
状
態

を
想
像
し
て
い
た
だ
く
と
、脳
が

非
常
に
窮
屈
に
な
る
の
が
理
解

で
き
る
と
思
い
ま
す
。こ
の
圧
力

の
上
昇
は「
頭
蓋
内
圧
亢
進
」と

い
い
、痛
み
と
し
て
感
じ
ら
れ
ま

す
し
、進
行
す
れ
ば
意
識
障
害

に
至
り
、命
に
関
わ
る
事
態
へ
と

続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。く
も

膜
下
出
血
や
脳
出
血
は
脳
の
表

面
や
内
部
を
走
る
動
脈
か
ら
突

如
出
血
を
生
じ
、頭
蓋
内
圧
が

急
上
昇
し
ま
す
の
で
、何
時
何
分

何
秒
と
言
え
る
ほ
ど
突
然
に
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
頭
痛

や
嘔
吐
を
生
じ
、休
ん
で
い
れ
ば

良
く
な
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。文
字
通
り「
突
発
性
」で
あ

り
、す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き

頭
痛
と
な
り
ま
す
。同
じ
脳
血

管
の
病
気
で
も
血
管
が
詰
ま
る

脳
梗
塞
で
は
頭
蓋
内
圧
は
上
が

り
ま
せ
ん
の
で
頭
痛
は
極
め
て

稀
で
す
。脳
腫
瘍
な
ど
、頭
蓋
骨

の
中
で
脳
と
は
別
の
塊
が
ゆ
っ
く

り
と
大
き
く
な
る
病
気
で
は
、い

ず
れ
は
頭
蓋
内
圧
が
上
が
り
ま

す
が
突
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、頭
痛
も
多
少
の
増
減
を
伴
い

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と「
進
行
性
」

に
悪
化
す
る
経
過
と
な
り
ま

す
。数
週
間
で
も
数
ヶ
月
で
も
進

行
性
に
悪
化
し
て
い
る
よ
う
な

場
合
に
は
医
療
機
関
で
C
T
や

M
R
I
の
検
査
を
受
け
て
み
る

の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
頭
痛
は
危
険
か
ど
う
か
？

知
っ
て
お
く
べ
き
原
則
と
機
序
に
つ
い
て
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人
生
の
中
で
み
な
さ
ん一
度
は

頭
痛
を
感
じ
た
こ
と
が
お
あ
り

で
し
ょ
う
し
、ほ
と
ん
ど
の
人
が

頭
痛
は「
怖
い
も
の
」と
感
じ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。そ
れ
は
き
っ

と
、頭
の
中
で
命
に
関
わ
る
危
険

な
こ
と
が
起
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
す
る
か
ら
で
し
ょ

う
。そ
の
頭
痛
が
本
当
に
危
険

な
も
の
か
ど
う
か
、大
き
な
二
つ

の
原
則
を
も
と
に
そ
の
機
序
を

考
え
て
み
る
と
わ
か
り
や
す
く

な
り
ま
す
。そ
の
上
で
適
切
な

医
療
機
関
受
診
や
救
急
利
用
を

心
が
け
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

危
険
で
は
な
い
頭
痛
の

考
え
方

　

ま
ず
一つ
目
の
原
則
は
、心
臓

や
肺
、胃
、腸
、腎
臓
、筋
肉
と
いっ

た
体
の
臓
器
は
そ
れ
自
体
に
何

か
が
あ
れ
ば
痛
い
と
感
じ
る
も
の

で
す
が
、脳
そ
の
も
の
は
触
っ
た

り
つ
ね
っ
た
り
し
て
も
痛
み
を
感

じ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。（
脳

神
経
外
科
で
は
手
術
中
に
患
者

さ
ん
を
麻
酔
か
ら
覚
め
さ
せ
て

脳
の
機
能
が
大
丈
夫
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
な
が
ら
切
除
す
る

場
合
も
あ
る
の
で
す
！
）で
す
か

ら「
脳
が
痛
い
気
が
す
る
」と
い

う
の
は
真
に「
気
の
せ
い
」で
、み

な
さ
ん
が「
頭
が
痛
い
」と
感
じ

る
場
合
の
多
く
は
，頭
部
を
構
成

す
る
脳
以
外
の
組
織
、つ
ま
り
頭

蓋
骨
を
支
え
て
い
る
筋
肉
や
頭

皮
の
血
管
や
神
経
か
ら
く
る
痛

み
と
な
り
ま
す
。脳
神
経
外
科

の
外
来
を
受
診
さ
れ
る
患
者
さ

ん
の
多
く
は
こ
の
よ
う
な
機
序

の
頭
痛
で
あ
り
、と
り
わ
け
日

本
人
に
多
い
の
が
筋
緊
張
型
頭

痛
と
よ
ば
れ
、頭
蓋
骨
の
側
頭
部

（
こ
め
か
み
）を
支
え
る
側
頭
筋

や
肩
か
ら
頸
部
を
支
え
る
た
く

さ
ん
の
筋
肉
群
の
コ
リ
か
ら
来
る

も
の
で
す
。体
質
も
あ
り
ま
す

し
、長
時
間
の
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
、精

神
的
に
気
が
張
っ
た
状
態
も
関

係
し
ま
す
。ま
た
ビ
リ
ッ
ビ
リ
ッ

と
後
頭
か
ら
頭
頂
に
か
け
て
痛

み
が
走
る
も
の
は
後
頭
神
経
痛

と
呼
ば
れ
頭
皮
の
神
経
の
痛
み

で
す
し
、偏
頭
痛
や
群
発
頭
痛

は
頭
皮
の
血
管
の
拡
張
に
よ
る

刺
激
を
脳
の
中
の
視
床
下
部
と

い
う
と
こ
ろ
で
痛
み
と
し
て
認

知
す
る
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
れ
ら
は
非
常
に
激
し

い
痛
み
を
と
も
な
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、共
通
し
て「
痛
い
時

も
あ
れ
ば
痛
く
な
い
時
も
あ
る
」

と
い
う「
変
動
性
」の
経
過
を
と

り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
機
序
で
あ

る
以
上
、医
学
的
に
は
危
険
な

頭
痛
で
は
な
く
、焦
る
こ
と
な
く

痛
み
に
対
し
て
適
切
な
対
処
を

す
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。最
近
は
い
ろ
い
ろ
な
作
用

機
序
の
頭
痛
薬
が
あ
り
、症
状
の

制
御
も
昔
よ
り
よ
く
な
り
ま
し

た
が
、薬
剤
を
乱
用
し
す
ぎ
る
こ

と
で
頭
痛
を
生
じ
る
薬
剤
乱
用

性
頭
痛
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、神
経
系
の
専
門
の
先
生
と

よ
く
相
談
し
適
正
使
用
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

危
険
な
頭
痛
の
考
え
方

　

２
つ
目
の
原
則
は
危
険
に
も

関
わ
っ
て
く
る
も
の
で
、脳
が
頭

蓋
骨
と
い
う
硬
い
入
れ
物
に
ま
る

で
金
庫
の
中
か
の
よ
う
に
保
管

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
点
で
脳
は
普
段
は
他
臓
器

よ
り
ず
っ
と
安
全
に
守
ら
れ
て
い

る
と
言
え
る
の
で
す
が
、こ
の
中

で
何
か
が
お
き
て
、内
部
の
圧
力

が
上
が
っ
た
場
合
は
ど
う
で
し
ょ

う
。満
員
電
車
の
よ
う
な
状
態

を
想
像
し
て
い
た
だ
く
と
、脳
が

非
常
に
窮
屈
に
な
る
の
が
理
解

で
き
る
と
思
い
ま
す
。こ
の
圧
力

の
上
昇
は「
頭
蓋
内
圧
亢
進
」と

い
い
、痛
み
と
し
て
感
じ
ら
れ
ま

す
し
、進
行
す
れ
ば
意
識
障
害

に
至
り
、命
に
関
わ
る
事
態
へ
と

続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。く
も

膜
下
出
血
や
脳
出
血
は
脳
の
表

面
や
内
部
を
走
る
動
脈
か
ら
突

如
出
血
を
生
じ
、頭
蓋
内
圧
が

急
上
昇
し
ま
す
の
で
、何
時
何
分

何
秒
と
言
え
る
ほ
ど
突
然
に
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
頭
痛

や
嘔
吐
を
生
じ
、休
ん
で
い
れ
ば

良
く
な
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。文
字
通
り「
突
発
性
」で
あ

り
、す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き

頭
痛
と
な
り
ま
す
。同
じ
脳
血

管
の
病
気
で
も
血
管
が
詰
ま
る

脳
梗
塞
で
は
頭
蓋
内
圧
は
上
が

り
ま
せ
ん
の
で
頭
痛
は
極
め
て

稀
で
す
。脳
腫
瘍
な
ど
、頭
蓋
骨

の
中
で
脳
と
は
別
の
塊
が
ゆ
っ
く

り
と
大
き
く
な
る
病
気
で
は
、い

ず
れ
は
頭
蓋
内
圧
が
上
が
り
ま

す
が
突
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、頭
痛
も
多
少
の
増
減
を
伴
い

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と「
進
行
性
」

に
悪
化
す
る
経
過
と
な
り
ま

す
。数
週
間
で
も
数
ヶ
月
で
も
進

行
性
に
悪
化
し
て
い
る
よ
う
な

場
合
に
は
医
療
機
関
で
C
T
や

M
R
I
の
検
査
を
受
け
て
み
る

の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
頭
痛
は
危
険
か
ど
う
か
？

知
っ
て
お
く
べ
き
原
則
と
機
序
に
つ
い
て
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投
資
と
貯
蓄
の
ツ
ボ

15
節
約
術
か
ら
投
資
術
が

求
め
ら
れ
る
時
代
に

　

食
費
、ガ
ソ
リ
ン
代
、衣
服
費

や
レ
ジ
ャ
ー
代
な
ど
様
々
な
モ
ノ

や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
が
日
に
日
に

上
が
る
時
代
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
フ

レ
時
代
が
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。

物
価
が
年
々
下
が
っ
て
い
く
デ
フ

レ
時
代
は
、資
産
を
増
や
す
こ
と

を
考
え
な
け
れ
ば
、現
金
を
し
っ

か
り
確
保
し
て
お
く
こ
と
で
十

分
で
し
た
。つ
ま
り
、求
め
ら
れ

る
術（
す
べ
）は
、「
投
資
術
」で
は

な
く「
節
約
術
」と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
レ
時
代
に
入
り
、モ
ノ

や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
が
上
が
る
と

い
う
こ
と
は
、現
金
で
購
入
で
き

る
量（
購
買
力
）が
時
間
の
経
過

と
共
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
表
し
て
お
り
、現
金
の

価
値
が
減
っ
て
い
く
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。

　

現
金
自
体
は
、価
値
を
生
ま

な
い
資
産
な
の
で
、イ
ン
フ
レ
に
弱

い
資
産
と
言
え
ま
す
。イ
ン
フ
レ

率
を
4
％
と
仮
定
す
る
と
、10

年
で
現
金
の
価
値
は
3
割
以
上

も
目
減
り
し
、20
年
後
に
は
半

分
以
下
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
は
、ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
？

そ
の
解
決
方
法
の
１
つ
は
、現
金

を
イ
ン
フ
レ
に
強
い
資
産
に
置

き
換
え
て
お
く
こ
と
で
す
。つ
ま

り
、イ
ン
フ
レ
時
代
は
、「
節
約

術
」だ
け
で
は
十
分
と
は
言
え

ず
、「
投
資
術
」が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
イ
ン
フ
レ
に
強
い

資
産
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
例

え
ば
不
動
産
で
あ
り
、例
え
ば

株
式
や
投
資
信
託
で
す
。そ
し

て
、株
式
や
投
資
信
託
で
資
産

運
用
す
る
な
ら
、政
府
が
用
意

し
て
く
れ
た
税
制
優
遇
制
度
の

N
I
S
A（
少
額
投
資
非
課
税

制
度
）を
活
用
し
な
い
手
は
あ
り

ま
せ
ん
。N
I
S
A
を
活
用
し
な

い
と
、株
式
や
投
信
信
託
の
配
当

金・分
配
金
及
び
譲
渡
益（
売
買

益
）に
20・3
1
5
％
の
税
金
が
か

か
り
ま
す
。し
か
し
、N
I
S
A

を
活
用
す
る
こ
と
で
、税
金
が
非

課
税
と
な
り
ま
す（
※
１
）。

投
資
目
的
か
ら
投
資
手
法
・

投
資
対
象
選
び

　

N
I
S
A
を
活
用
す
る
時
、

始
め
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
の

は
何
か
？
そ
れ
は
、何
に
投
資
す

る
か
、で
は
な
く
、何
の
た
め
に
投

資
を
す
る
か
、で
す
。投
資
目
的

を
明
確
化
す
る
こ
と
で
、ど
う
い

う
投
資
が
良
い
の
か
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
す
。利
益
追
求
な
の

か
、資
産
形
成
な
の
か
、そ
れ
と

も
今
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た

め
な
の
か
、と
いっ
た
自
身
の
投
資

目
的
を
明
確
化
し
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
、そ
の
投
資
目
的
に
応
じ

て
、投
資
手
法
や
投
資
対
象
を

考
え
て
い
き
ま
す
。例
え
ば
、目

的
が
利
益
追
求
で
あ
れ
ば
、高

成
長
が
期
待
で
き
る
よ
う
な
個

別
株
式
が
候
補
と
な
り
、資
産

形
成
で
あ
れ
ば
、投
資
信
託
で
の

積
み
立
て
を
考
え
る
必
要
が
出

て
く
る
で
し
ょ
う
。ま
た
、今
の

生
活
を
豊
か
に
す
る
の
で
あ
れ

ば
、好
配
当
株
式
を
組
み
入
れ

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う

に
投
資
目
的
か
ら
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

年
代
別
N
I
S
A
活
用
法

　

ま
た
、同
じ
投
資
目
的
で
も
、

年
代
で
投
資
手
法
を
変
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。こ
こ
で
は
投

資
目
的
を
退
職
後
の
年
金
生
活

時
に
少
し
で
も
安
心
し
て
暮
ら

し
た
い
と
し
、年
代
別
に
考
え
て

み
ま
す
。

　

20
～
30
代
は
、投
資
に
回
せ
る

資
金
が
少
な
く
、年
金
生
活
ま

で
は
30
～
40
年
と
長
期
で
す
。

そ
の
場
合
は
、少
額
の
積
み
立
て

か
ら
始
め
る
こ
と
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。毎
月
積
み
立
て
る
こ

と
で
、リ
ス
ク
を
軽
減
し
つ
つ
、複

利
効
果
を
長
期
で
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。投
資
資
金
は

少
額
で
も
、長
期
で
運
用
す
る
こ

と
で
、果
実
を
よ
り
大
き
く
す

る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。初

め
は
毎
月
1
万
円
で
も
十
分
で

す
。金
額
は
後
で
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、無
理
の
な
い

と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。

　

40
～
50
代
は
、資
金
的
な
余

裕
が
生
ま
れ
る
場
合
も
あ
れ

ば
、支
出
が
増
え
投
資
ど
こ
ろ
で

は
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。子

育
て
や
住
宅
ロ
ー
ン
に
よ
り
投

資
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
た
場
合

は
、積
み
立
て
る
金
額
を
減
額
、

ま
た
は
一
旦
停
止
し
て
も
構
い
ま

せ
ん
。余
裕
が
生
ま
れ
た
時
に

再
開
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。一
方
、

資
金
的
な
余
裕
が
生
ま
れ
た
方

は
、積
み
立
て
る
金
額
を
増
や
す

こ
と
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、こ
こ
か
ら
好
配
当
株
式
に

投
資
す
る
こ
と
を
考
え
て
も
よ

い
で
し
ょ
う
。配
当
金
が
年
金
の

足
し
に
な
っ
た
と
実
感
す
る
に
は

少
し
時
間
が
か
か
り
ま
す
。年

金
生
活
時
に
、現
役
時
代
の
生

活
水
準
を
極
力
落
と
さ
な
い
よ

う
に
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、こ
の

年
代
か
ら
始
め
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。退
職
後
を
想
定
し
て
い
ま

す
が
、現
役
時
代
に
も
配
当
金

が
入
っ
て
き
ま
す
。こ
の
配
当
金

は
再
投
資
に
回
し
て
も
良
い
で

す
し
、使
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

な
ん
の
ご
褒
美
も
な
く
、数
十
年

た
だ
投
資
す
る
だ
け
で
は
嫌
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、今

を
楽
し
む
こ
と
も
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、い
よ
い
よ
退
職
し
、年

金
生
活
に
入
っ
た
ら
、好
配
当
株

式
の
割
合
を
増
や
し
、年
金
＋α

を
年
々
大
き
く
し
て
い
く
こ
と

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。ま
た
、こ

の
時
期
は
退
職
金
な
ど
に
よ
り

現
金
比
率
が
急
に
高
く
な
り
や

す
い
時
期
で
す
。イ
ン
フ
レ
時
代

に
お
け
る
多
額
の
現
金
は
、価
値

の
目
減
り
額
を
大
き
く
し
て
し

ま
い
ま
す
。好
配
当
株
式
に
時

間
と
業
種
を
分
散
し
な
が
ら
シ

フ
ト
し
て
も
よ
い
で
す
し
、一
旦
、

積
み
立
て
投
資
に
回
し
て
も
良

い
と
思
い
ま
す
。も
し
、現
金
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、必
要
な

額
を
取
り
崩
し
て
い
く
方
法
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、イ
ン
フ
レ

に
対
応
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

も
っ
と
知
り
た
い
方
へ

　

ご
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、

お
近
く
の
岡
三
に
い
が
た
証
券

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い（
最
終

ペ
ー
ジ
の
店
舗
網
を
参
照
く
だ

さ
い
）。ま
た
、メ
ー
ル
か
ら
も
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
ま
す
。

会
社
に
お
伺
い
し
て
社
員
の
皆

様
向
け
に
勉
強
会（
出
張
職
域

N
I
S
A
勉
強
会
）も
随
時
開

催
し
て
い
ま
す
。

インフレ時代の
	 	NISA活用法

※１配当金等は口座を開設した金融機関等経由で交付されていないものは非課税となりません。NISA口座で上場株式等の配当金を非課税で受け取るためには、
配当金の受領方式を「株式数比例配分方式」に事前にご登録いただく必要があります。

・筆者の主観を含みます。この資料は情報提供を目的として作成したものであり、投資勧誘を目的としてはおりません。この資料に記載されたいかなる内容も、　	
	 将来の投資収益を示唆したり、保証したりするものではありません。投資を行う際の最終決定は、投資家自身の判断と責任で行っていただくこととなります。

インフレ時代、現金の代替先を考える時代がきた!

NISAってなに？
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投
資
と
貯
蓄
の
ツ
ボ

15
節
約
術
か
ら
投
資
術
が

求
め
ら
れ
る
時
代
に

　

食
費
、ガ
ソ
リ
ン
代
、衣
服
費

や
レ
ジ
ャ
ー
代
な
ど
様
々
な
モ
ノ

や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
が
日
に
日
に

上
が
る
時
代
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
フ

レ
時
代
が
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。

物
価
が
年
々
下
が
っ
て
い
く
デ
フ

レ
時
代
は
、資
産
を
増
や
す
こ
と

を
考
え
な
け
れ
ば
、現
金
を
し
っ

か
り
確
保
し
て
お
く
こ
と
で
十

分
で
し
た
。つ
ま
り
、求
め
ら
れ

る
術（
す
べ
）は
、「
投
資
術
」で
は

な
く「
節
約
術
」と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
レ
時
代
に
入
り
、モ
ノ

や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
が
上
が
る
と

い
う
こ
と
は
、現
金
で
購
入
で
き

る
量（
購
買
力
）が
時
間
の
経
過

と
共
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
表
し
て
お
り
、現
金
の

価
値
が
減
っ
て
い
く
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。

　

現
金
自
体
は
、価
値
を
生
ま

な
い
資
産
な
の
で
、イ
ン
フ
レ
に
弱

い
資
産
と
言
え
ま
す
。イ
ン
フ
レ

率
を
4
％
と
仮
定
す
る
と
、10

年
で
現
金
の
価
値
は
3
割
以
上

も
目
減
り
し
、20
年
後
に
は
半

分
以
下
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
は
、ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
？

そ
の
解
決
方
法
の
１
つ
は
、現
金

を
イ
ン
フ
レ
に
強
い
資
産
に
置

き
換
え
て
お
く
こ
と
で
す
。つ
ま

り
、イ
ン
フ
レ
時
代
は
、「
節
約

術
」だ
け
で
は
十
分
と
は
言
え

ず
、「
投
資
術
」が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
イ
ン
フ
レ
に
強
い

資
産
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
例

え
ば
不
動
産
で
あ
り
、例
え
ば

株
式
や
投
資
信
託
で
す
。そ
し

て
、株
式
や
投
資
信
託
で
資
産

運
用
す
る
な
ら
、政
府
が
用
意

し
て
く
れ
た
税
制
優
遇
制
度
の

N
I
S
A（
少
額
投
資
非
課
税

制
度
）を
活
用
し
な
い
手
は
あ
り

ま
せ
ん
。N
I
S
A
を
活
用
し
な

い
と
、株
式
や
投
信
信
託
の
配
当

金・分
配
金
及
び
譲
渡
益（
売
買

益
）に
20・3
1
5
％
の
税
金
が
か

か
り
ま
す
。し
か
し
、N
I
S
A

を
活
用
す
る
こ
と
で
、税
金
が
非

課
税
と
な
り
ま
す（
※
１
）。

投
資
目
的
か
ら
投
資
手
法
・

投
資
対
象
選
び

　

N
I
S
A
を
活
用
す
る
時
、

始
め
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
の

は
何
か
？
そ
れ
は
、何
に
投
資
す

る
か
、で
は
な
く
、何
の
た
め
に
投

資
を
す
る
か
、で
す
。投
資
目
的

を
明
確
化
す
る
こ
と
で
、ど
う
い

う
投
資
が
良
い
の
か
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
す
。利
益
追
求
な
の

か
、資
産
形
成
な
の
か
、そ
れ
と

も
今
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た

め
な
の
か
、と
いっ
た
自
身
の
投
資

目
的
を
明
確
化
し
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
、そ
の
投
資
目
的
に
応
じ

て
、投
資
手
法
や
投
資
対
象
を

考
え
て
い
き
ま
す
。例
え
ば
、目

的
が
利
益
追
求
で
あ
れ
ば
、高

成
長
が
期
待
で
き
る
よ
う
な
個

別
株
式
が
候
補
と
な
り
、資
産

形
成
で
あ
れ
ば
、投
資
信
託
で
の

積
み
立
て
を
考
え
る
必
要
が
出

て
く
る
で
し
ょ
う
。ま
た
、今
の

生
活
を
豊
か
に
す
る
の
で
あ
れ

ば
、好
配
当
株
式
を
組
み
入
れ

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う

に
投
資
目
的
か
ら
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

年
代
別
N
I
S
A
活
用
法

　

ま
た
、同
じ
投
資
目
的
で
も
、

年
代
で
投
資
手
法
を
変
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。こ
こ
で
は
投

資
目
的
を
退
職
後
の
年
金
生
活

時
に
少
し
で
も
安
心
し
て
暮
ら

し
た
い
と
し
、年
代
別
に
考
え
て

み
ま
す
。

　

20
～
30
代
は
、投
資
に
回
せ
る

資
金
が
少
な
く
、年
金
生
活
ま

で
は
30
～
40
年
と
長
期
で
す
。

そ
の
場
合
は
、少
額
の
積
み
立
て

か
ら
始
め
る
こ
と
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。毎
月
積
み
立
て
る
こ

と
で
、リ
ス
ク
を
軽
減
し
つ
つ
、複

利
効
果
を
長
期
で
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。投
資
資
金
は

少
額
で
も
、長
期
で
運
用
す
る
こ

と
で
、果
実
を
よ
り
大
き
く
す

る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。初

め
は
毎
月
1
万
円
で
も
十
分
で

す
。金
額
は
後
で
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、無
理
の
な
い

と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。

　

40
～
50
代
は
、資
金
的
な
余

裕
が
生
ま
れ
る
場
合
も
あ
れ

ば
、支
出
が
増
え
投
資
ど
こ
ろ
で

は
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。子

育
て
や
住
宅
ロ
ー
ン
に
よ
り
投

資
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
た
場
合

は
、積
み
立
て
る
金
額
を
減
額
、

ま
た
は
一
旦
停
止
し
て
も
構
い
ま

せ
ん
。余
裕
が
生
ま
れ
た
時
に

再
開
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。一
方
、

資
金
的
な
余
裕
が
生
ま
れ
た
方

は
、積
み
立
て
る
金
額
を
増
や
す

こ
と
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、こ
こ
か
ら
好
配
当
株
式
に

投
資
す
る
こ
と
を
考
え
て
も
よ

い
で
し
ょ
う
。配
当
金
が
年
金
の

足
し
に
な
っ
た
と
実
感
す
る
に
は

少
し
時
間
が
か
か
り
ま
す
。年

金
生
活
時
に
、現
役
時
代
の
生

活
水
準
を
極
力
落
と
さ
な
い
よ

う
に
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、こ
の

年
代
か
ら
始
め
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。退
職
後
を
想
定
し
て
い
ま

す
が
、現
役
時
代
に
も
配
当
金

が
入
っ
て
き
ま
す
。こ
の
配
当
金

は
再
投
資
に
回
し
て
も
良
い
で

す
し
、使
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

な
ん
の
ご
褒
美
も
な
く
、数
十
年

た
だ
投
資
す
る
だ
け
で
は
嫌
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、今

を
楽
し
む
こ
と
も
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、い
よ
い
よ
退
職
し
、年

金
生
活
に
入
っ
た
ら
、好
配
当
株

式
の
割
合
を
増
や
し
、年
金
＋α

を
年
々
大
き
く
し
て
い
く
こ
と

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。ま
た
、こ

の
時
期
は
退
職
金
な
ど
に
よ
り

現
金
比
率
が
急
に
高
く
な
り
や

す
い
時
期
で
す
。イ
ン
フ
レ
時
代

に
お
け
る
多
額
の
現
金
は
、価
値

の
目
減
り
額
を
大
き
く
し
て
し

ま
い
ま
す
。好
配
当
株
式
に
時

間
と
業
種
を
分
散
し
な
が
ら
シ

フ
ト
し
て
も
よ
い
で
す
し
、一
旦
、

積
み
立
て
投
資
に
回
し
て
も
良

い
と
思
い
ま
す
。も
し
、現
金
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、必
要
な

額
を
取
り
崩
し
て
い
く
方
法
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、イ
ン
フ
レ

に
対
応
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

も
っ
と
知
り
た
い
方
へ

　

ご
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、

お
近
く
の
岡
三
に
い
が
た
証
券

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い（
最
終

ペ
ー
ジ
の
店
舗
網
を
参
照
く
だ

さ
い
）。ま
た
、メ
ー
ル
か
ら
も
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
ま
す
。

会
社
に
お
伺
い
し
て
社
員
の
皆

様
向
け
に
勉
強
会（
出
張
職
域

N
I
S
A
勉
強
会
）も
随
時
開

催
し
て
い
ま
す
。

インフレ時代の
	 	NISA活用法

※１配当金等は口座を開設した金融機関等経由で交付されていないものは非課税となりません。NISA口座で上場株式等の配当金を非課税で受け取るためには、
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東京証券取引所×岡三にいがた証券	共同開催セミナー開催の様子
写真上／岡三証券室町本社（2023年8月）			写真下／当社本店（2023年9月）

　

2
0
2
4
年
1
月
の
新
し

い
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
開
始
が
い

よ
い
よ
迫
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。2
0
1
4
年
に
始
ま
っ
た

N
I
S
A
か
ら
10
年
を
経
て「
貯

蓄
か
ら
投
資
・
資
産
形
成
へ
」の

時
代
が
本
格
的
に
到
来
し
ま
す
。

一
方
で
、「
今
さ
ら
聞
き
に
く
い
け

ど
N
I
S
A
っ
て
何
だ
ろ
う
」「
新

N
I
S
A
を
始
め
て
み
た
い
け

ど
、何
が
新
し
く
な
る
の
か
よ
く

分
か
ら
な
い
」「
誰
に
聞
け
ば
教

え
て
く
れ
る
の
か
」…
な
ど
、疑

問
や
不
安
を
抱
え
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

岡
三
に
い
が
た
証
券
で
は
、皆
様

の
そ
ん
な
お
困
り
ご
と
の
解
決
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

現
行
制
度
が
恒
久
化
、大
幅

に
拡
充
さ
れ
る
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の

メ
リ
ッ
ト
を
広
く
、分
か
り
や
す

く
新
潟
県
内
の
皆
様
に
お
伝
え

す
べ
く
、当
社
で
は「
N
I
S
A

セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。2
0
2
3
年
5
月
、新

潟
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
で
の
開
催

を
皮
切
り
に
、県
内
各
地
で
対

面
セ
ミ
ナ
ー
、当
社
本
店（
長

岡
市
）の
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン

（
Z
o
o
m
）で
同
時
開
催
す
る

「
東
京
証
券
取
引
所
×
岡
三
に

い
が
た
証
券
共
催 

ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
セ
ミ
ナ
ー
」な
ど
、多
種
多
様

な
切
り
口
と
テ
ー
マ
を
ご
用
意

し
、押
さ
え
て
お
き
た
い
基
礎

知
識
や
有
効
活
用
方
法
の
ご

紹
介
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。引

き
続
き
、当
社
本
支
店
や
近
隣

会
場
な
ど
県
内
各
地
で
、も
し

く
は
ご
自
宅
か
ら
気
軽
に
ご
参

加
い
た
だ
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、

N
I
S
A
セ
ミ
ナ
ー
を
多
数
開

催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
お
客
さ
ま
お
一
人
お
ひ

と
り
に
ご
納
得
い
た
だ
け
る
よ

う
な
セ
ミ
ナ
ー
を
目
指
し
、会

場
で
は
、参
加
い
た
だ
い
た
皆
様

の
ご
相
談
に
直
接
お
答
え
す
る

個
別
相
談
会
の
開
催（
事
前
予

約
制
）や
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
ご
参

加
の
方
か
ら
承
っ
た
事
前
質
問

に
お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
時

間
を
設
け
て
お
り
ま
す
。是
非

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら「
セ

ミ
ナ
ー・イ
ベ
ン
ト
情
報
」ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
く
と
、

最
新
の
セ
ミ
ナ
ー
情
報
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。こ
れ
ま
で
に

開
催
し
た
一
部
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
の
動
画
視
聴
な
ど
も
可
能

で
す
。

皆
様
の
職
場
で

「
出
張
セ
ミ
ナ
ー
」も

　

岡
三
に
い
が
た
証
券
で
は
、

会
場
に
お
越
し
い
た
だ
く
対
面

セ
ミ
ナ
ー
、W
E
B
か
ら
ご
視

聴
い
た
だ
く
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
に
加
え
、「
N
I
S
A
出
張

セ
ミ
ナ
ー
」を
ご
用
意
い
た
し

ま
し
た
。「
N
I
S
A
出
張
セ
ミ

ナ
ー
」と
は
、皆
様
の
職
場
に
当

社
社
員
が
お
伺
い
し
、ご
説
明
や

ご
相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。セ
ミ
ナ
ー
の
規
模
・
場

所
・
時
間
・
内
容
や
テ
ー
マ
な
ど
、

ご
希
望
に
応
じ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

で
き
ま
す
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
会

社
、社
員
の
皆
様
に
最
適
な
セ

ミ
ナ
ー
を
ご
用
意
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。少
額
ず
つ
毎
月
コ
ツ

コ
ツ
と
積
み
立
て
る「
つ
み
た
て

N
I
S
A
」を
従
業
員
の
皆
様
の

安
定
的
な
資
産
形
成
の
一
助
に

し
て
い
た
だ
く
な
ど
、会
社
の
福

利
厚
生
と
し
て
も
当
出
張
セ
ミ

ナ
ー
を
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ご
希
望
の
方
は
、弊
社
営
業
担

当
者
に
直
接
ご
連
絡
い
た
だ
く

か
、二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

と
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
が
開

き
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
か
ら
も
お

申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

岡
三
に
い
が
た
証
券

「
３
つ
」の
メ
リ
ッ
ト

　

こ
れ
ま
で
よ
り
便
利
で
使
い

や
す
く
な
る
新
N
I
S
A
を
き
っ

か
け
に
、初
め
て
の
資
産
運
用
、

も
し
く
は
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
資

産
運
用
を
お
考
え
の
方
に
も
、

実
り
あ
る
運
用
を
目
指
す
に
は

経
済
情
勢
や
証
券
市
場
動
向

を
定
期
的
に
チ
ェッ
ク
し
な
が
ら

「
投
資
の
見
直
し
」を
繰
り
返

し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

岡
三
に
い
が
た
証
券
で
は
、

「
①
専
属
の
担
当
者
に
よ
る
安

心
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
」を
整
え

て
お
り
ま
す
。資
産
運
用
を
始

め
る
際
の
ご
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、

運
用
中
の
相
場
状
況
の
ご
連

絡
、運
用
内
容
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
ご
提
案
な
ど
、お
客
様
専
属

の
担
当
者
が
親
身
に
な
っ
て
ア
ド

バ
イ
ス
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

資
産
管
理
に
は「
②
ら
く
ら

く
ネ
ッ
ト
情
報
便
」が
大
変
便
利

で
す
。ご
登
録
い
た
だ
く
と
、い
つ

で
も
お
客
様
の
運
用
資
産
を
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
確

認
で
き
、各
種
マ
ー
ケ
ッ
ト
情
報

や
投
資
レ
ポ
ー
ト
な
ど
、様
々
な

情
報
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
当
社
で
は「
③
豊
富
な

商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
」を
取
り

揃
え
て
お
り
ま
す
。N
I
S
A

で
購
入
で
き
る
商
品
は
金
融
機

関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、銀

行
、郵
便
局
、保
険
会
社
で
は
お

取
引
い
た
だ
け
な
い
上
場
株
式

な
ど
、豊
富
な
商
品
に
ご
投
資

い
た
だ
け
ま
す
。

　

皆
様
の
資
産
運
用
が
ベ
ス
ト

な
も
の
に
な
る
よ
う
、岡
三
に
い

が
た
証
券
が
お
手
伝
い
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。ど
う
ぞ
お
気

軽
に
お
近
く
の
本
支
店・営
業
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

NISAセミナー・
出張NISAセミナー
開催しています！

お問い合わせフォーム
（二次元コード）

NISA NISA
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1617
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2
0
2
4
年
1
月
の
新
し

い
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
開
始
が
い

よ
い
よ
迫
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。2
0
1
4
年
に
始
ま
っ
た

N
I
S
A
か
ら
10
年
を
経
て「
貯

蓄
か
ら
投
資
・
資
産
形
成
へ
」の

時
代
が
本
格
的
に
到
来
し
ま
す
。

一
方
で
、「
今
さ
ら
聞
き
に
く
い
け

ど
N
I
S
A
っ
て
何
だ
ろ
う
」「
新

N
I
S
A
を
始
め
て
み
た
い
け

ど
、何
が
新
し
く
な
る
の
か
よ
く

分
か
ら
な
い
」「
誰
に
聞
け
ば
教

え
て
く
れ
る
の
か
」…
な
ど
、疑

問
や
不
安
を
抱
え
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

岡
三
に
い
が
た
証
券
で
は
、皆
様

の
そ
ん
な
お
困
り
ご
と
の
解
決
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

現
行
制
度
が
恒
久
化
、大
幅

に
拡
充
さ
れ
る
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の

メ
リ
ッ
ト
を
広
く
、分
か
り
や
す

く
新
潟
県
内
の
皆
様
に
お
伝
え

す
べ
く
、当
社
で
は「
N
I
S
A

セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。2
0
2
3
年
5
月
、新

潟
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
で
の
開
催

を
皮
切
り
に
、県
内
各
地
で
対

面
セ
ミ
ナ
ー
、当
社
本
店（
長

岡
市
）の
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン

（
Z
o
o
m
）で
同
時
開
催
す
る

「
東
京
証
券
取
引
所
×
岡
三
に

い
が
た
証
券
共
催 

ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
セ
ミ
ナ
ー
」な
ど
、多
種
多
様

な
切
り
口
と
テ
ー
マ
を
ご
用
意

し
、押
さ
え
て
お
き
た
い
基
礎

知
識
や
有
効
活
用
方
法
の
ご

紹
介
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。引

き
続
き
、当
社
本
支
店
や
近
隣

会
場
な
ど
県
内
各
地
で
、も
し

く
は
ご
自
宅
か
ら
気
軽
に
ご
参

加
い
た
だ
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、

N
I
S
A
セ
ミ
ナ
ー
を
多
数
開

催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
お
客
さ
ま
お
一
人
お
ひ

と
り
に
ご
納
得
い
た
だ
け
る
よ

う
な
セ
ミ
ナ
ー
を
目
指
し
、会

場
で
は
、参
加
い
た
だ
い
た
皆
様

の
ご
相
談
に
直
接
お
答
え
す
る

個
別
相
談
会
の
開
催（
事
前
予

約
制
）や
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
ご
参

加
の
方
か
ら
承
っ
た
事
前
質
問

に
お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
時

間
を
設
け
て
お
り
ま
す
。是
非

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら「
セ

ミ
ナ
ー・イ
ベ
ン
ト
情
報
」ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
く
と
、

最
新
の
セ
ミ
ナ
ー
情
報
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。こ
れ
ま
で
に

開
催
し
た
一
部
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
の
動
画
視
聴
な
ど
も
可
能

で
す
。

皆
様
の
職
場
で

「
出
張
セ
ミ
ナ
ー
」も

　

岡
三
に
い
が
た
証
券
で
は
、

会
場
に
お
越
し
い
た
だ
く
対
面

セ
ミ
ナ
ー
、W
E
B
か
ら
ご
視

聴
い
た
だ
く
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
に
加
え
、「
N
I
S
A
出
張

セ
ミ
ナ
ー
」を
ご
用
意
い
た
し

ま
し
た
。「
N
I
S
A
出
張
セ
ミ

ナ
ー
」と
は
、皆
様
の
職
場
に
当

社
社
員
が
お
伺
い
し
、ご
説
明
や

ご
相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。セ
ミ
ナ
ー
の
規
模
・
場

所
・
時
間
・
内
容
や
テ
ー
マ
な
ど
、

ご
希
望
に
応
じ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

で
き
ま
す
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
会

社
、社
員
の
皆
様
に
最
適
な
セ

ミ
ナ
ー
を
ご
用
意
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。少
額
ず
つ
毎
月
コ
ツ

コ
ツ
と
積
み
立
て
る「
つ
み
た
て

N
I
S
A
」を
従
業
員
の
皆
様
の

安
定
的
な
資
産
形
成
の
一
助
に

し
て
い
た
だ
く
な
ど
、会
社
の
福

利
厚
生
と
し
て
も
当
出
張
セ
ミ

ナ
ー
を
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ご
希
望
の
方
は
、弊
社
営
業
担

当
者
に
直
接
ご
連
絡
い
た
だ
く

か
、二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

と
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
が
開

き
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
か
ら
も
お

申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

岡
三
に
い
が
た
証
券

「
３
つ
」の
メ
リ
ッ
ト

　

こ
れ
ま
で
よ
り
便
利
で
使
い

や
す
く
な
る
新
N
I
S
A
を
き
っ

か
け
に
、初
め
て
の
資
産
運
用
、

も
し
く
は
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
資

産
運
用
を
お
考
え
の
方
に
も
、

実
り
あ
る
運
用
を
目
指
す
に
は

経
済
情
勢
や
証
券
市
場
動
向

を
定
期
的
に
チ
ェッ
ク
し
な
が
ら

「
投
資
の
見
直
し
」を
繰
り
返

し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

岡
三
に
い
が
た
証
券
で
は
、

「
①
専
属
の
担
当
者
に
よ
る
安

心
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
」を
整
え

て
お
り
ま
す
。資
産
運
用
を
始

め
る
際
の
ご
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、

運
用
中
の
相
場
状
況
の
ご
連

絡
、運
用
内
容
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
ご
提
案
な
ど
、お
客
様
専
属

の
担
当
者
が
親
身
に
な
っ
て
ア
ド

バ
イ
ス
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

資
産
管
理
に
は「
②
ら
く
ら

く
ネ
ッ
ト
情
報
便
」が
大
変
便
利

で
す
。ご
登
録
い
た
だ
く
と
、い
つ

で
も
お
客
様
の
運
用
資
産
を
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
確

認
で
き
、各
種
マ
ー
ケ
ッ
ト
情
報

や
投
資
レ
ポ
ー
ト
な
ど
、様
々
な

情
報
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
当
社
で
は「
③
豊
富
な

商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
」を
取
り

揃
え
て
お
り
ま
す
。N
I
S
A

で
購
入
で
き
る
商
品
は
金
融
機

関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、銀

行
、郵
便
局
、保
険
会
社
で
は
お

取
引
い
た
だ
け
な
い
上
場
株
式

な
ど
、豊
富
な
商
品
に
ご
投
資

い
た
だ
け
ま
す
。

　

皆
様
の
資
産
運
用
が
ベ
ス
ト

な
も
の
に
な
る
よ
う
、岡
三
に
い

が
た
証
券
が
お
手
伝
い
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。ど
う
ぞ
お
気

軽
に
お
近
く
の
本
支
店・営
業
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

NISAセミナー・
出張NISAセミナー
開催しています！

お問い合わせフォーム
（二次元コード）

NISA NISA
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平
素
は
格
別
の
お
引
き
立
て
を
賜

り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
柏
崎
支
店
は
、2
0
2
3
年
10

月
、装
い
を
新
た
に
移
転
オ
ー
プ
ン
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。1
9
5
2

（
昭
和
27
）年
の
開
設
以
来
、71
年
の

長
き
に
わ
た
り
、変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
地
域
の
皆
様
に
は
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。新
店
舗
は

内
外
装
だ
け
で
な
く
、居
心
地
も
含

め
て「
皆
様
が
お
気
軽
に
立
ち
寄
り

た
く
な
る
よ
う
な
支
店
」を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。ま
た
ご
来
店
い
た
だ

い
た
際
に
は
、ゆ
っ
た
り
と
寛
い
だ
お

気
持
ち
で
お
過
ご
し
い
た
だ
き
な
が

ら
、じ
っ
く
り
と
投
資
相
談
が
で
き
る

よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
を
心
が
け
て

お
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く

の
お
客
様
、地
域
の
皆
様
に
お
越
し

い
た
だ
け
る
柏
崎
支
店
に
む
け
て
、

誠
心
誠
意
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

さ
て
、柏
崎
市
で
は
今
夏
、え
ん
ま

市
や
ぎ
お
ん
柏
崎
ま
つ
り
、海
の
大

花
火
大
会
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

制
限
な
く
実
施
さ
れ
ま
し
た
。市
外

だ
け
で
な
く
県
外
か
ら
も
多
く
の
方

が
当
市
を
訪
れ
、例
年
通
り
の
盛
り

上
が
り
を
取
り
戻
し
た
地
域
の
様
子

は
大
変
嬉
し
い
も
の
で
し
た
。柏
崎

市
は
夏
だ
け
で
な
く
、四
季
を
通
じ

て
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま

ち
で
す
の
で
、引
き
続
き
多
く
の
方

に
当
市
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、地
域

が
よ
り
一
層
活
気
づ
く
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

長
ら
く
続
い
た
自
粛
・
制
限
が
明

け
て
ゆ
き
、皆
様
と
の
心
の
距
離
も

以
前
の
近
さ
を
取
り
戻
せ
て
い
る
の

で
は
と
、社
員
一
同
日
々
喜
ん
で
お
り

ま
す
。今
後
は
広
く
、新
し
く
生
ま

れ
変
わ
っ
た
柏
崎
支
店
な
ら
で
は
の

企
画
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、皆
様

と
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、地
域

の
お
役
に
立
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。新
店
舗
は
、旧
店
舗

か
ら
90
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
柏
崎
駅
方
面

に
向
か
っ
た「
柏
崎
駅
前
ビ
ル
」1・２

階
に
ご
ざ
い
ま
す
。柏
崎
駅
よ
り
至

近
、ま
た
お
客
様
駐
車
場
も
店
舗
脇

に
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
け
ま
し

た
ら
幸
い
で
す
。心
よ
り
お
待
ち
申

し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

〒945-0055	柏崎市駅前1-5-1
TEL：0257-23-6277

支店のご紹介
ずっと この街 にいがたと

「柏崎支 店」
岡三にいがた証券
柏崎支店
支店長	青柳	拓磨

移
転
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

い
た
し
ま
し
た
！

令和5年

10月2日（月）

上／松雲山荘（ライトアップ）
	 10月から11月にかけてモミジやドウダンツツジの垣根
が色づき、ライトアップも行われます。昼間とは違った
幻想的な雰囲気を楽しめます。

左／萩ノ島かやぶきの里
	 かやぶき屋根の民家が田んぼを囲んで建ち並ぶ、全
国でも珍しいかやぶきの環状集落です。昔懐かしい
日本の原風景は、季節ごとに豊かな表情を見せてくれ
ます。

店内には「NISA相談窓口」を設けてい
ます。資料・パンフレットも豊富に取り揃
えておりますのでお気軽にお問い合わ
せください。

柏崎支店 新店舗情報／
新住所：〒945-0055　柏崎市駅前1-5-1
TEL：0257（23）6277
（移転前住所：柏崎市駅前1-4-27）
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だ
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越後にいがた再発見
豊かな時を求めて

トコトンガッシュク／柏崎市

volume 26
2023

Okasan-Niigata selection magazine

特集：

人と地域をつなぐ、
新潟のまちづくり
にいがたトップインタビュー
株式会社リンコーコーポレーション
明日のためにできること
その頭痛は危険かどうか？
知っておくべき原則と機序

運用と情報の
岡三にいがた証券

岡三証券グループとしての強みを活かし、
グローバルネットワークを通じた、

タイムリーで質の高い情報をお届けします。

■柏崎支店	 〒945-0055	柏崎市駅前1-5-1	 0257（23）6277
■上越支店	 〒943-0834	上越市西城町3-5-24	 025（524）0290
■見附支店	 〒954-0057	見附市新町1-17-23	 0258（62）1680
■小出支店	 〒946-0011	魚沼市小出島487	 025（792）1355
■五泉支店	 〒959-1863	五泉市東本町2-5-1	 0250（43）0291
■小千谷営業所	 〒947-0028	小千谷市城内1-2-14	 0258（83）0290

■本店
〒940-0062	長岡市大手通1丁目5番地5
TEL.0258（35）0290

■新潟支店
〒951-8068	新潟市中央区上大川前通6番町1178－1
TEL.025（224）6231

■十日町支店	 〒948-0082	十日町市本町3-358-1	 025（757）4101
■三条支店	 〒955-0062	三条市仲之町1-12	 0256（35）1961
■新井支店	 〒944-0043	妙高市朝日町1-2-7	 0255（72）3145
■新発田支店	 〒957-0052	新発田市大手町1-1-15	 0254（24）0290
■六日町営業所	 〒949-6680	南魚沼市六日町1831	 025（770）0291

商号等	：	岡三にいがた証券株式会社　金融商品取引業者	関東財務局長(金商)	第169号　加入協会	：	日本証券業協会

お問い合わせは （平日9：00～17：00）

岡 三 よ ろ し く
0120-03-4649

■お問い合わせは

https://www.okasan-niigata.co.jp
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